




Contents
004 巻頭言
 創刊によせて トヨタ自動車株式会社 常務役員 友山 茂樹

006 PONAM EVENT REPORT
	 K TOUCH MARINE CLUB PREMIUM CRUISE
 — TALK SHOW —
	 「LFA 開発ドライバーが考える 走る楽しさ  海の魅力」
 レーシングドライバー 木下 隆之
  ×
 トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長 豊田 章男

 — TEST CRUISE —
	 天王洲（CYC）〜羽田沖 TOYOTA PONAM-35
 ― PONAM Series ― PONAM-35SW & PONAM- 28Ⅲ& PONAM- 28L

018 TOYOTA MARINE PARTNERSHIP

 『K TOUCH』プロジェクトマネージャーインタビュー
 「日本に本物のクラブを根付かせたい」
 株式会社サンジ・インターナショナル 取締役 荒川 由紀

020 FUN TO CRUISE
 ― クルーザーオーナーに聞く「私とクルーザーの距離感」―
 PONAMオーナー オリオン歯科 院長 櫻田 雅彦氏
 リーバオーナー 株式会社榊原 代表取締役 榊原 龍之氏

026 トヨタマリンスタッフに聞く！
 「今、トヨタマリンを選ぶ理由」

030 MARINA DIVIDE ―マリーナ探訪―

 徹底活用 ラグーナ蒲郡

034 クルーザーで行くレストラン ― Gastronomy Cruising ―
 “ 伊勢志摩キュイジーヌ ”合歓の郷ホテル＆リゾート「ザ・ダイニングルーム」

036 W knows 持ってるオンナは知っている

 女性の視点が広げる可能性 女性×クルーザー＝∞

038 100 人アンケート クルーザーに関する意識調査速報！
 相対的にクルーザーを取り巻く環境が遅れていると言われる日本。クルーザーやマリーナに関する
 100人アンケートを通して、現状を把握するとともに、将来のクルーザーライフのヒントを探る。

042 試乗会情報
044 販売代理店一覧
045 PONAM掲示板
046 編集後記

      



      



創刊によせて ～ Fun to Cruise ～

私たちは 1997 年のマリン事業の創業以来、「モビリティの創造を通じて
豊かな社会作りに貢献する」理念に基づき、様々な取組みを進めてまいり
ました。そして、海上においても多くの人に “Dream ＝夢 ” をご提供して
いきたいと考えています。

自動車の歴史は 100 年ちょっとですが、船の歴史は実に紀元前にまで
さかのぼることができます。日本は海洋国ですから、当然昔から商船や漁
船の文化はありました。実は船遊びの文化も同じころに生まれているので
すが、21 世紀の今現在まだまだそれが浸透しているとは言い難いのが実
情です。日本では「船＝釣り」というイメージが強く、なかなか海外のよ
うな多様な楽しみ方が想像しにくいのかもしれません。クルーザーで何を
したらいいのか、維持管理はどうしたらいいのかなど、マリンライフに触
れる機会が少ないことに起因する多くのハードルがあります。

そのような現状に変革を起こし、豊かで新しいマリンライフの提案を目
的としてこの『TOYOTA MARINE Ocean Style』を創刊しました。「ト
ヨタのクルーザーで人生を豊かに」をコンセプトに、すでにクルーザーを
楽しんでいる方にも、まだクルーザーの魅力に触れたことのない方にも有
益な情報を提供していきたいと考えており、そして、この情報誌を通して
日本のマリンカルチャーの発展に貢献することが当社の使命であると考え
ています。

今後とも『TOYOTA MARINE Ocean Style』をご愛顧のほど、よろし
くお願い申し上げます。

トヨタ自動車株式会社 常務役員
友山 茂樹

      



サ
プ
ラ
イ
ズ
か
ら
始
ま
っ
た

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

極
上
の
フ
レ
ン
チ
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
談
笑
す
る
招
待
客
の
前
に
椅
子

が
設
え
ら
れ
る
。
当
初
予
定
さ
れ
て
い

た
よ
り
も
椅
子
が
一
脚
多
い
。
Ｌ
Ｆ
Ａ

と
ポ
ー
ナ
ム
35
の
映
像
が
流
れ
た
後
、

司
会
者
が
登
壇
し
、
ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
が

紹
介
さ
れ
る
と
、
ま
ず
レ
ー
シ
ン
グ
ド

ラ
イ
バ
ー
の
木
下
隆
之
氏
が
グ
レ
ー
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
グ
リ
ー
ン
の
パ
ン
ツ
姿

で
登
壇
し
た
。
そ
し
て
、「
ま
さ
か
来

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
招
待
客
を

PONAM
EVENT

REPORT
K TOUCH 

MARINE CLUB 
PREMIUM CRUISE

2013 年 6 月 15 日、澄んだ青天と穏やかな風に
恵まれた、まさに最高のクルージング日和の中、
東京品川のクリスタルヨットクラブで「K TOUCH 
MARINE CLUB プレミアムクルーズ」が開催された。

LFA
世界 56カ国、500台限定で販売された 2ド
アクーペタイプの超高性能スポーツカー。最
高速度は 325km/hを超える。

PONAM
トヨタ自慢のエンジンと技術の粋を結集し
て快適な乗り心地を実現したクルーザー。詳
細は P.15～ P.17を参照。

K TOUCH
MARINE
CLUB

PONAMを通じて海の楽しさを知ってもら
い、会員相互の親睦を深めるためのマリンク
ラブ。詳細は P.18～ P.19を参照。

      



 

驚
か
せ
た
の
が
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト

と
し
て
登
場
し
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
豊
田
章
男
氏

だ
。会

場
に
い
た
誰
も
が
豊
田
社
長
の
登

場
に
驚
き
、
思
わ
ず
料
理
を
口
に
運
ぶ

手
を
止
め
て
し
ま
っ
た
招
待
客
も
い

た
。
こ
の
驚
き
が
い
い
ア
ク
セ
ン
ト
と

な
り
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
誰

も
が
楽
し
げ
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

Ｌ
Ｆ
Ａ
を
共
に
開
発
し
て

豊
田
氏
と
木
下
氏
は
共
に
Ｌ
Ｆ
Ａ
開

発
を
行
っ
て
き
た
間
柄
だ
。
木
下
氏
は

Ｌ
Ｆ
Ａ
開
発
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、
世

界
一
過
酷
な
サ
ー
キ
ッ
ト
と
称
さ
れ
る

ド
イ
ツ
の
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
24
時

間
耐
久
レ
ー
ス
で
走
行
テ
ス
ト
を
行
う

な
ど
、
開
発
の
段
階
か
ら
Ｌ
Ｆ
Ａ
に
関

わ
っ
て
き
た
。
初
め
て
Ｌ
Ｆ
Ａ
で
参
戦

し
た
の
は
２
０
０
８
年
。
ニ
ュ
ル
ブ
ル

ク
リ
ン
ク
４
時
間
レ
ー
ス
で
ク
ラ
ス
優

勝
に
輝
い
た
。
ま
さ
に
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
技
術
力
と
、
木
下
氏
の
レ
ー
シ
ン

グ
技
術
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
し
え
た

栄
光
だ
。

レ
ー
ス
好
き
で
知
ら
れ
る
豊
田
氏
自

身
も
、
２
０
１
３
年
に
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク

リ
ン
ク
24
時
間
耐
久
レ
ー
ス
に
Ｌ
Ｆ
Ａ

で
参
戦
。
今
回
は
３
度
目
と
な
る
が
、

代
表
取
締
役
社
長
と
し
て
の
参
戦
は

初
。
世
界
的
に
見
て
も
異
例
で
あ
る
。

TALK SHOW
「LFA 開発ドライバーが考える
走る楽しさ 海の魅力」
レーシングドライバー
木下 隆之
×
トヨタ自動車株式会社 代表取締役社長
豊田 章男
豊田社長の登場でスタートしたトークショー。突然のサプライズに会場が一瞬驚きに包まれるが、トークが弾むにつれて会場の空気も和やかなムー
ドに落ち着いていった。豪華なフレンチに舌鼓を打ちながら、徐々にトークは盛り上がりを見せていく。

      



  

今回のイベント会場となった東京・天王洲のクリスタ
ルヨットクラブ。都心からわずか 20分の海辺のオアシ
スと呼ぶにふさわしい設備を誇る。

め
て
い
る
の
だ
。
日
本
ボ
ー
ト
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
は
、
日
本
国
内
で
販

売
さ
れ
る
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
（
Ｐ
Ｗ
Ｃ

を
含
む
）
の
中
か
ら
、
年
間
を
通
じ
て

も
っ
と
も
優
秀
な
ボ
ー
ト
を
選
定
す
る

賞
で
あ
る
。
木
下
氏
以
外
に
も
レ
ー
シ

ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
選
考
委
員
は
多

い
。
木
下
氏
は
「
例
年
拮
抗
し
た
中
で

大
賞
が
決
ま
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
、

２
０
１
２
年
の
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
で
は

ポ
ー
ナ
ム
35
が
ぶ
っ
ち
ぎ
り
だ
っ
た
」

と
感
嘆
す
る
。

レ
ク
サ
ス
を
彷
彿
と
さ
せ
る 

技
術
と
デ
ザ
イ
ン

木
下
氏
が
心
か
ら
感
嘆
し
て
し
ま
う

く
ら
い
、
ポ
ー
ナ
ム
35
に
は
快
適
さ
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

「
ハ
ル
（
船
体
）
が
ア
ル
ミ
で
で
き
て

い
て
、
波
切
り
が
す
ご
く
い
い
」
と
木

「
み
ん
な
選
手
と
し
て
接
し
て
く
れ
る

し
、
レ
ー
ス
は
人
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も

鍛
え
ら
れ
る
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
雨

が
降
る
極
限
状
態
の
中
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
試
練
を
乗
り
越
え
た
経
験
は
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
モ
ノ
づ
く
り
に
も
確
実

に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

き
っ
か
け
は
「
水
上
バ
イ
ク
」

Ｌ
Ｆ
Ａ
や
レ
ー
ス
に
お
い
て
親
交
が

深
い
豊
田
氏
と
木
下
氏
。
船
と
か
か
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
く
し
く
も
同
じ
「
水
上
バ
イ
ク
」。

20
〜
30
年
前
に
水
上
バ
イ
ク
を
見
た
木

下
氏
は
、
そ
の
瞬
間
運
命
的
な
も
の
を

感
じ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
同
じ
レ
ー

シ
ン
グ
仲
間
が
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
徐
々
に
ボ
ー
ト
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
木
下
氏
も
ボ
ー
ト

に
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
車
が
坂
道

で
も
自
由
に
ス
ッ
と
行
け
る
よ
う
に
、

船
は
水
上
を
自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
」。
木
下
氏
に
と
っ
て
は
、
陸
上
と

海
上
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
車
と
船
は
同

じ
よ
う
に
琴
線
に
触
れ
る
も
の
の
よ
う

だ
。「
し
か
も
エ
ン
ジ
ン
が
つ
い
て
い

る
」
と
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
し

く
エ
ン
ジ
ン
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
見

せ
た
。

木
下
氏
と
船
と
の
か
か
わ
り
は
こ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
実
は
日
本
ボ
ー
ト
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
の
選
考
委
員
も
務

トークが進むにつれて、PONAM-35の技術やデザインについての深い話に、二人の会話も波に乗る。時折冗談を交えながら進むトークに、会場か
らは笑い声もこぼれていた。開発に携った二人のトークに、会場は終始和気あいあいとした雰囲気に包まれていた。

      



009  

下
氏
が
称
賛
す
る
よ
う
に
、
試
乗
し
た

誰
も
が
「
揺
れ
が
少
な
く
乗
り
心
地
が

い
い
」
と
感
想
を
口
に
す
る
。
ア
ル
ミ

製
の
ハ
ル
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
日

本
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
は
ポ
ー
ナ

ム
だ
け
だ
と
い
う
。

エ
ン
ジ
ン
に
は
ク
ル
マ
づ
く
り
の
技

術
が
生
か
さ
れ
て
お
り
、
低
燃
費
・
低

騒
音
で
あ
り
な
が
ら
、
力
強
い
走
り
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も
、

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
１
本
で
誰
で
も
簡

単
に
操
船
で
き
た
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
入
力

だ
け
で
船
を
留
め
て
お
く
こ
と
が
で
き

た
り
、
様
々
な
と
こ
ろ
に
ト
ヨ
タ
の
技

術
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

「
ポ
ー
ナ
ム
35
は
し
つ
け
が
い
い
ん
で

す
よ
。
ス
テ
イ
と
言
え
ば
ず
っ
と
そ
こ

に
留
ま
り
ま
す
か
ら
ね
」。
豊
田
社
長

が
犬
に
例
え
た
よ
う
に
、
ポ
ー
ナ
ム
35

は
海
上
に
お
け
る
停
船
が
実
に
簡
単
に

行
え
る
。「
こ
う
い
う
の
を
作
ら
れ
る

と
困
り
ま
す
よ
。
海
で
腕
の
見
せ
所
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
」
と

木
下
氏
が
冗
談
交
じ
り
に
言
う
ほ
ど
、

ポ
ー
ナ
ム
35
の
シ
ス
テ
ム
が
い
か
に
優

れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

も
ち
ろ
ん
、
デ
ザ
イ
ン
も
素
晴
ら
し

い
。
レ
ク
サ
ス
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
船
体
は
、
こ
れ
ま
で
の
ク

ル
ー
ザ
ー
と
は
全
く
違
う
斬
新
な
フ
ォ

ル
ム
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
真
骨
頂

は
、
も
ち
ろ
ん
海
上
を
走
行
す
る
と
き

の
流
線
的
な
美
し
さ
。
ま
さ
に
ア
バ
ン

ギ
ャ
ル
ド
と
い
っ
て
い
い
。
豊
田
氏

の
「
自
分
の
隠
れ
家
の
よ
う
な
場
所
に

し
た
い
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
イ
ン

テ
リ
ア
は
高
級
ホ
テ
ル
の
一
室
に
い
る

か
の
よ
う
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
木
下

氏
も
そ
の
イ
ン
テ
リ
ア
を
初
め
て
目
に

し
た
と
き
「
衝
撃
的
だ
っ
た
」
と
感
想

を
漏
ら
し
た
そ
う
だ
。
白
と
黒
を
基
調

と
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
、
レ
ク
サ
ス

の
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
が
活
き
て
い
る
。

キ
ャ
ビ
ン
は
、
白
の
ル
ー
フ
と
ウ
ォ
ー

ニュルブルクリンク 24時間耐久
レースに参戦した豊田氏と木下氏。
LFA開発だけでなく、レース仲間と
しての親交も深い二人は、世界一過
酷なレースに参戦しているとは思え
ないほど、楽しげな表情だ。

エレガントに海上を走行するPONAM-35SWの勇姿。美しいフォルムもさることながら、素晴らしい性能を持つPONAM-35SWは、日本のクルーザー
ライフの先達としての役割を果たすことになるだろう（編集長）。
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「
ま
さ
に
船
の
オ
ー
ト
マ
と
言
え
る
の
が

こ
の
ポ
ー
ナ
ム

の
Ｔ
Ｄ
Ａ
な
ん
で
す
」

35

車
メ
ー
カ
ー
ら
し
く
、
車
に
例
え
て
魅

力
を
語
っ
た
。

優
れ
た
操
作
性
と
、
今
ま
で
に
な
い

デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
し
い
マ
リ
ン
ラ
イ
フ
を
創
出
し

た
ポ
ー
ナ
ム
は
、「
釣
り
船
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
自
分
だ
け
の
特

別
な
空
間
と
い
う
感
覚
を
確
実
に
植
え

つ
け
た
。
ポ
ー
ナ
ム
35
は
、
間
違
い
な

く
こ
れ
か
ら
の
ク
ル
ー
ザ
ー
界
を
牽
引

し
て
い
く
一
艇
に
な
る
だ
ろ
う
。

30
分
と
い
う
短
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

が
ら
、
聞
き
終
え
た
招
待
客
か
ら
は
充

実
し
た
表
情
が
見
て
取
れ
、
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
豊
田
氏
と
木
下

氏
の
ク
ル
ー
ザ
ー
に
関
す
る
豊
富
な
知

識
と
、
楽
し
げ
な
ト
ー
ク
を
聞
き
、

優
雅
な
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
船
上
パ
ー

テ
ィ
ー
、
ク
ル
ー
ザ
ー
か
ら
の
花
見
や

花
火
見
物
な
ど
の
新
し
い
ク
ル
ー
ザ
ー

ラ
イ
フ
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と

で
、
ク
ル
ー
ザ
ー
へ
の
関
心
が
大
き
く

膨
ら
ん
だ
よ
う
だ
っ
た
。
特
に
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
前
に
テ
ス
ト
ク
ル
ー
ズ
を

行
っ
た
方
た
ち
の
表
情
は
、
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
を
ま
た
楽
し
み
た
い
と
い
う
よ
う

な
満
足
感
に
満
ち
て
い
た
。

ル
に
対
し
て
Ｌ
字
ソ
フ
ァ
や
調
度
品
は

黒
く
、
実
に
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
描
き
出
し
て
い
る
。「
こ
ん
な
内
装

は
他
に
は
な
い
」
と
感
想
が
漏
れ
る
の

も
当
然
だ
。

新
し
い
マ
リ
ン
ラ
イ
フ
の
創
出

ポ
ー
ナ
ム
35
の
最
大
の
貢
献
は
、
ク

ル
ー
ザ
ー
に
対
す
る
敷
居
を
下
げ
た
こ

と
だ
。「
様
々
な
理
由
か
ら
、
こ
れ
ま

で
は
海
に
対
す
る
敷
居
が
高
か
っ
た
。

初
め
て
の
人
で
も
安
心
し
て
乗
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
敷
居
を
低
く
し
た

の
が
ポ
ー
ナ
ム
35
だ
と
思
う
ん
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
進
化
し
て
、
船
で
通
勤

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」

と
木
下
氏
が
語
る
よ
う
に
、
誰
で
も
簡

単
に
で
き
る
高
い
操
作
性
は
、
確
実
に

技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。
豊
田
氏
も
「
車
も
昔

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
み
で
、
オ
ー
ト
マ
な

ん
て
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
船
の
オ
ー
ト

マ
が
で
き
た
よ
う
な
の
が
、
こ
の
ポ
ー

ナ
ム
35
の
Ｔ
Ｄ
Ａ
（
ト
ヨ
タ
・
ド
ラ
イ

ブ
・
ア
シ
ス
ト
：
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク

に
よ
る
自
在
な
操
作
）
な
ん
で
す
。
簡

単
に
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
海
へ
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
敷
居

が
下
が
り
、
シ
ー
ラ
イ
フ
や
マ
リ
ン
ラ

イ
フ
を
楽
し
む
時
間
が
増
え
る
。
こ
れ

か
ら
も
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
日
本
を
代
表
す
る
自
動
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【プロフィール】
■木下 隆之
1960年生まれ。レーシングドライバー。日本ボート・オブ・ザ・イヤー選考委員。
1983年からレーサーとしての活動を開始し、スーパー耐久では最多勝記録を更新中。海
外レースにも積極的に参戦し、1990年からシャモニー、1991年からスパフランコルシャ
ンに参戦している。ニュルブルクリンク 24時間耐久レースでは、日本人最多出場を誇り、
日本人最高位（総合 5位）を記録。

■豊田 章男
1956 年生まれ。トヨタ自動車株式会社代表取締役社長。
1979年慶応義塾大学法学部法律学科卒業。1982 年マサチューセッツ州のバブソン大学に
てMBA を取得。1984 年にトヨタ自動車株式会社へ入社。生産管理や国内営業を担当の
後、Gazoo事業部主査兼国内業務部業務改善支援室主査等を経て、2000年に取締役に就任。
その後調達部門や中国事業等を担当後、2009 年代表取締役社長に就任。2012 年から日本
自動車工業会会長に就任。

豊田社長が「自分の隠れ家のような場所にしたい」と語る PONAM-35の操舵室。洗練されたインテリアもさることながら、この中には誰でも簡単
に操舵できるほどの高い操作性を実現させたトヨタの技術の粋が結集されているのも見逃せないポイントだ。豊田社長が「自信を持ってお奨めする」
というのもうなづける。
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期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ 

出
航
す
る
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
前
と
後
の
２
回
に

分
け
て
ポ
ー
ナ
ム
35
の
テ
ス
ト
ク
ル
ー

ズ
が
行
わ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
前
に
入
念

に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
た
ポ
ー
ナ
ム
35

の
船
体
は
、
海
や
空
の
青
さ
と
は
対
照

的
に
日
の
光
を
美
し
く
反
射
し
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
テ
ス
ト
ク
ル
ー
ズ
を
優
雅

に
待
ち
望
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

テ
ス
ト
ク
ル
ー
ズ
の
時
間
に
な
る

と
、
ク
リ
ス
タ
ル
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
か
ら
乗
客
が
ゆ
っ
く
り
と

外
へ
出
は
じ
め
る
。
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗

船
す
る
た
め
に
浮
桟
橋
へ
と
向
か
う
乗

客
の
足
取
り
は
軽
く
、
表
情
は
こ
れ
か

ら
始
ま
る
優
雅
な
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
対

す
る
期
待
に
満
ち
て
い
た
。
浮
桟
橋
に

停
泊
し
た
２
艇
の
ポ
ー
ナ
ム
35
に
乗
客

が
乗
り
込
む
と
、
船
体
が
穏
や
か
に
揺

れ
る
。

し
ば
ら
く
し
て
ポ
ー
ナ
ム
35
が
出

航
。
ゆ
っ
く
り
と
船
体
が
東
京
湾
へ
向

け
て
進
ん
で
い
く
。
浮
桟
橋
に
は
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
見
送
る
人
た
ち
の
姿
が
並
ん

で
い
た
。
そ
の
人
た
ち
の
思
い
に
こ
た

え
る
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
の
間
ポ
ー
ナ

ム
35
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
品
川
埠

頭
を
回
っ
た
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
ス

TEST CRUISE
天王洲（CYC）〜羽田沖

TOYOTA PONAM-35
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ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
い
く
の
に
あ
わ
せ

て
、
乗
客
の
期
待
も
上
昇
し
て
い
く
よ

う
だ
っ
た
。「
乗
り
心
地
が
全
然
違
う
」

と
誰
も
が
口
に
す
る
よ
う
に
、
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
も
船
体
は
安
定
し
た
ま

ま
、
ア
ル
ミ
製
の
ハ
ル
（
船
体
）
が
鋭

く
海
面
を
切
り
進
む
。
強
い
日
差
し
が

燦
々
と
降
り
注
い
で
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
心
地
よ
い
風
と
波
し
ぶ
き
で
暑

さ
な
ど
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ
。

２
艇
の
ポ
ー
ナ
ム
35
が
東
京
湾
を
し

ば
ら
く
併
走
す
る
と
、
徐
々
に
羽
田
空

港
が
近
づ
い
て
く
る
。
ポ
ー
ナ
ム
35
が

ゆ
っ
く
り
と
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
と
、

ひ
と
き
わ
歓
声
が
上
が
る
。
そ
の
真
上

を
航
空
機
が
滑
空
し
て
い
っ
た
の
だ
。

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
そ
の
迫
力

の
あ
る
ア
ン
グ
ル
は
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ

な
ら
で
は
の
醍
醐
味
で
、
東
京
ベ
イ
エ

リ
ア
の
ク
ル
ー
ズ
で
は
特
に
人
気
の
高

い
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
大
迫
力
の
航
空
機
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
「
乗
る
と
や
っ
ぱ
り
欲

し
く
な
っ
ち
ゃ
う
ね
」
と
い
う
の
も
当

然
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
し
ば
ら
く
進
む
と
、
目
の
前

に
恐
竜
が
向
か
い
合
っ
た
よ
う
な
特
徴

的
な
形
を
し
た
橋
が
見
え
て
く
る
。

２
０
１
２
年
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
東

京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
だ
。
恐
竜
橋
と
も

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
真
下
か
ら
見
上
げ

る
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
迫
力
に
思

わ
ず
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
迫
力

あ
る
景
色
を
堪
能
す
る
と
、
い
よ
い
よ

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
も
折
り
返
し
と
な
る
。

キ
ャ
ビ
ン
の
Ｌ
字
ソ
フ
ァ
に
座
っ
た

人
か
ら
は
「
ほ
ど
よ
い
柔
ら
か
さ
で
座

り
心
地
も
い
い
」
と
自
然
に
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
た
。「
ほ
か
の
ク
ル
ー
ザ
ー
と
は

内
装
が
全
く
違
う
」
と
感
嘆
を
漏
ら
し

な
が
ら
、
ま
る
で
童
心
に
帰
っ
た
か
の

よ
う
に
嬉
々
と
し
た
瞳
で
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
イ
ン
テ
リ
ア
を
眺
め
る
人
も
い
た
。

キ
ャ
ビ
ン
で
の
落
ち
着
い
た
ひ
と
と
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「
乗
る
と
欲
し
く
な
る
」

試
乗
す
る
だ
け
と
思
っ
て
い
た
ん

だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
乗
る
と
欲
し
く

な
る
ね
。
乗
り
心
地
が
全
然
違
う
。

前
に
何
艇
か
別
の
ク
ル
ー
ザ
ー
に

乗
っ
た
け
ど
、
普
通
は
も
っ
と
船
体

が
海
面
を
バ
ン
バ
ン
と
叩
く
よ
う
に

揺
れ
る
。
だ
け
ど
、
ポ
ー
ナ
ム
35
は

本
当
に
揺
れ
が
少
な
い
。
内
装
も
全

然
違
う
し
、
こ
ん
な
に
イ
ン
テ
リ
ア

に
こ
だ
わ
っ
た
ク
ル
ー
ザ
ー
は
日
本

じ
ゃ
初
め
て
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
れ
に
、
羽
田
の
飛
行
機
は
迫
力

が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
あ
ん
な
間
近

に
真
下
か
ら
な
ん
て
普
通
は
見
ら
れ

な
い
か
ら
ね
。

き
を
過
ご
し
て
い
る
間
に
、
ポ
ー
ナ
ム

35
は
お
台
場
へ
と
到
着
し
て
い
た
。
右

手
に
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
球
体
が
見
え
、
目

の
前
に
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が
姿
を

現
す
と
、
船
内
の
雰
囲
気
が
高
揚
し
て

い
く
の
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
誰
も

が
知
っ
て
い
る
橋
の
真
下
で
停
船
す
る

と
、
ま
る
で
橋
が
迫
り
く
る
よ
う
な
感

覚
に
な
る
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の

前
で
行
わ
れ
た
写
真
撮
影
で
は
、
こ
の

特
別
な
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
満
喫
し
た
笑

顔
で
溢
れ
て
い
た
。

「
ま
た
ぜ
ひ
乗
っ
て
み
た
い
」

試
乗
会
な
ん
て
な
か
な
か
身
近
に

な
い
か
ら
、
今
日
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
い
い
経
験

に
な
っ
た
。

ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
る
の
は
初
め
て

だ
け
ど
、
も
っ
と
揺
れ
て
酔
う
の
か

と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
ん
な
に
乗

り
心
地
が
い
い
と
は
驚
い
た
。

そ
れ
に
、
ク
ル
ー
ザ
ー
は
煙
が
出

た
り
臭
い
が
し
た
り
す
る
っ
て
聞
い

て
い
た
け
ど
、
ポ
ー
ナ
ム
35
は
ほ
と

ん
ど
そ
れ
が
な
い
か
ら
す
ご
い
。

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ま
た
乗
っ
て

み
た
い
。

「
ま
さ
か
豊
田
社
長
が
!?
」

全
く
聞
い
て
な
か
っ
た
か
ら
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
で
豊
田
社
長
が
登

場
し
た
と
き
は
本
当
に
驚
い
た
。
目

の
錯
覚
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
よ
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
ポ
ー
ナ
ム
の
こ

と
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
Ｌ
Ｆ
Ａ
開
発
や

レ
ー
ス
の
話
も
聞
け
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
社
長
に
な
っ
て
か
ら
ニ
ュ

ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
の
レ
ー
ス
に
参
戦

し
た
話
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
や
っ

ぱ
り
改
め
て
聞
く
と
び
っ
く
り
す
る

ね
。
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
。

こ
う
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
る
イ

ベ
ン
ト
は
楽
し
く
て
い
い
ね
。

      



PONAM series 
- 海と人とを繋ぐ３つの PONAM -

自
分
に
最
適
な
ポ
ー
ナ
ム
が 

き
っ
と
あ
る
は
ず
だ

右
ペ
ー
ジ
の
試
乗
会
で
使
用
さ
れ
た

ポ
ー
ナ
ム
35
は
、
ク
ル
マ
づ
く
り
で
培

わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
余
す
事
な
く
詰
め

込
ん
だ
ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
珠
玉
の
一
艇

だ
。
そ
の
性
能
を
ぜ
ひ
と
も
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
ク
ル
ー
ザ
ー
初
心
者
向
け
に

は
ポ
ー
ナ
ム
28
シ
リ
ー
ズ
も
見
逃
せ
な

い
。
多
く
の
ク
ル
ー
ザ
ー
オ
ー
ナ
ー
が

最
初
に
購
入
す
る
ク
ル
ー
ザ
ー
は
、
こ

の
ク
ラ
ス
の
も
の
が
多
い
か
ら
だ
。

次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
ポ
ー
ナ

ム
28
Ⅲ
、
ポ
ー
ナ
ム
28
Ｌ
の
２
艇
も
要

チ
ェ
ッ
ク
だ
。（
編
集
長
）

    
PONAM-35SW  
全長／全幅  11.95m/3.94m  
総トン数   10トン   
エンジン型式  M1VD-VH   
エンジン出力  272kW（370PS） x 2基   
ハル   アルミ合金製    
燃料タンク容量  850リットル    
清水タンク容量  170リットル    
定員   12名（フライブリッジ 5名）   
航行区域   沿海     
ヘルムステーション  1         
インテリアカラー  木目調      
本体メーカー希望小売価格 62,790,000円（税抜 59,800,000円）  

2011年に「日本ボート・オブ・ザ・イヤー」と「グッドデ
ザイン賞」をW受賞した PONAM-35。これまでにトヨタマ
リンが培ってきた PONAMシリーズの技術を余すことなく
取り入れた PONAM-35の最大の特徴は、初心者でも簡単に
操船が可能な優れた操作性だ。ジョイスティックの操作ひと
つで離着岸が容易に行える TDA（トヨタ・ドライブ・アシ
スト）、GPS入力ひとつで停船ができる TVAS（トヨタ・バー
チャル・アンカー・システム）など、最新の技術が盛り込ま
れている。インテリアも白と黒を基調としたものだけでなく、
美しい木目調の PONAM-35SWも用意し、まさにプレミア
ムクルーザーにふさわしいコンバーチブルだ。

PONAM-35SW

      



ＰＯＮＡＭ -28は、1997年に登場して以来、実に300艇を超える進水実績を誇るクルーザーだ。ＰＯＮＡＭ -28Ⅲはその3代目。
オーナーの声を常にフィードバックしながら、今も改良を重ね続けている。

28フィートクラスでは最大級の広さを誇るアフトデッキ。5人が座れるほどの広々としたスペースは、釣りをはじめ、海
風を感じながらパーティーを楽しんだりするなど、様々な使い方が可能。
船内にはエアコンを標準装備し、暑い夏にも快適なクルージングが楽しめる。またゆったりとした調理スペースを確保した
ギャレーや、冷蔵庫、電動マリントイレなど、細かな部分にも気が配られていて、オーナーにとっては嬉しい限りだろう。

PONAM-28Ⅲ

    
PONAM-28 Ⅲ  

全長／全幅   10.25m/2.95m   

総トン数    5トン未満   

エンジン型式   M1KD-V    

エンジン出力   136kW（185PS） x 2基  

ハル    アルミ合金製   

燃料タンク容量   550リットル   

清水タンク容量   85リットル   

定員    12名    

航行区域    平水、限定沿海、沿岸、沿海  

本体メーカー希望小売価格  26,460,000円（税抜 25,200,000円） 

      



フィッシング好きにおすすめなのが、このＰＯＮＡＭ-28Ｌ。フィッシングに最適なウォークアラウンド・スタイルのエクス
テリアには、いけすにもなる大容量の収納ボックスをはじめ、フィッシングギャレー、デッキウォッシュなどフィッシングの
ための設備が充実。まさに釣り好きのためのクルーザーだ。
もちろん、船内エアコンや座り心地のよいソファなど居住空間としての快適性も兼ね備えている。
また、標準設備を一部オプション化することで、自分のスタイルに合った選び方ができるのも、ＰＯＮＡＭ-28Ｌの大きな魅

力のひとつである。

PONAM-28L

   
PONAM-28L  

全長／全幅   10.25m／ 2.95m   

総トン数    5トン未満   

エンジン型式   M1KD-V× 2基   

エンジン出力   136kW（185PS）× 2基  

ドライブ形式   二重反転プロペラ   

ドライブクラッチ形式  油圧クラッチ   

ハル    アルミ合金製   

燃料タンク容量   550リットル   

清水タンク容量   85リットル   

定員    12名    

航行区域    平水、限定沿海、沿岸  

本体メーカー希望小売価格  18,690,000円（税抜 17,800,000円）  

    

      



018査K TOUCH MARINE CLUB

『K TOUCH』プロジェクトマネージャーインタビュー

「日本に本物のクラブを根付かせたい」
株式会社サンジ・インターナショナル 取締役 荒川 由紀

インタビュアー  本誌編集長 増渕 達也

年2回発行のクオリティライフスタイル誌『K TOUCH』 ファッショナブルなデザインで統一された見応えある会員誌だ。
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ポ
ー
ナ
ム
と
と
も
に 

提
案
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
な 

マ
リ
ン
ラ
イ
フ

『
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
』
が
ク
ラ
ブ
イ
ン

ク
ラ
ブ
と
し
て
9
月
に
発
足
を
予
定
し

て
い
る
「
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ

Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」。
プ
レ
ミ
ア
ム

な
マ
リ
ン
ラ
イ
フ
を
通
じ
て
Ｋ

Ｔ
Ｏ

Ｕ
Ｃ
Ｈ
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ポ
ー
ナ
ム
35
と

ポ
ー
ナ
ム
28
Ⅲ
の
２
艇
を
使
用
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い

る
。お

花
見
・
紅
葉
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
花

火
観
覧
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
ナ
イ
ト
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
の
ほ
か
、
カ
ジ
キ
釣
り
や

著
名
人
と
の
同
船
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
伊

豆
大
島
で
の
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
羽

田
空
港
沖
で
の
航
空
機
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
よ
り
深
い
マ
リ
ン
ラ
イ

フ
体
験
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

荒
川
氏
は
語
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
ク
ル
ー
ザ
ー
オ
ー
ナ
ー

で
な
く
て
も
、
ポ
ー
ナ
ム
の
レ
ン
タ
ル

や
、
ド
ラ
イ
バ
ー
あ
る
い
は
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
が
同
船
し
て
の
チ
ャ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
も
行
う
予
定
で
、
船
舶
免
許

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
船
上
パ
ー
テ
ィ
ー
を

存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
ご
安
心
い
た
だ
き
た

い
。６

月
15
日
に
天
王
洲
ア
イ
ル
で
実
施

さ
れ
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｕ

Ｃ
Ｈ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ 

プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ル
ー
ズ
」
で
も
ポ
ー
ナ

ム
35
が
使
用
さ
れ
、
主
催
者
と
し
て
登

壇
し
た
荒
川
氏
の
「
海
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
想
い
の
通

り
、
企
画
さ
れ
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
東

京
湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
多
く
の
招
待
客

TOYOTA MARINE
PA RT N E R S H I P
ートヨタはパートナーとともにー

か
ら
好
評
を
得
た
。

そ
の
荒
川
氏
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
勤
め
る
の
が
、
創
刊
か
ら
１

周
年
を
迎
え
た
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
誌『
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
』。毎
号
、

ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
魅

力
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
、
旬

な
人
物
や
著
名
な
人
物
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
、
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が

誌
面
を
彩
っ
て
い
る
。荒
川
氏
が「
１
万

人
以
上
の
顧
客
に
原
則
手
渡
し
し
て
い

ま
す
」
と
語
る
よ
う
に
、
こ
の
『
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
』
は
一
種
の
ク
ラ
ブ
マ
ガ

ジ
ン
だ
。

『
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
』
に
は
こ
こ
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
国
内
外
の
特
別
な
情

報
を
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

荒
川
氏
が
「『
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
』
が
欲

し
い
か
ら
顧
客
に
な
る
と
い
う
形
に
し

た
い
」
と
語
る
よ
う
に
、
単
に
顧
客
に

渡
す
雑
誌
と
し
て
で
は
な
く
、
本
物
の

ク
ラ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
に
し
た
い
と
い
う
強

い
熱
意
が
伺
え
る
。「
車
の
後
部
座
席

に
常
に
入
れ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
願
い
も
、
こ
の
『
Ｋ

Ｔ
Ｏ
Ｕ

Ｃ
Ｈ
』
が
ひ
と
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

K TOUCH Web サイト
http://www.ktouch.jp/

      



自
然
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た

も
と
も
と
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、

サ
ー
フ
ィ
ン
や
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
を
楽
し
ん

で
い
た
と
い
う
。
自
然
と
ク
ル
ー
ザ
ー
を
目

に
す
る
機
会
が
増
え
る
に
つ
れ
、
徐
々
に
船

に
対
す
る
憧
れ
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
も

と
も
と
乗
り
物
全
般
に
興
味
が
あ
っ
た
櫻
田

氏
に
と
っ
て
、船
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
自
然
な
流
れ
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
時
、
友
人
の
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
せ
て

も
ら
い
、
ア
ン
カ
ー
を
下
ろ
し
て
洋
上
で
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
櫻
田
氏
は
、「
自
然

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
」
と
語
る
よ
う
に
ク

ル
ー
ザ
ー
の
心
地
よ
さ
を
体
感
し
た
。
こ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、『
オ
ー
シ
ャ
ン
ラ
イ

フ
』
な
ど
の
専
門
誌
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
ボ
ー
ト
や
海
の
写

真
を
見
て
、
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
櫻
田

氏
は
、
ボ
ー
ト
と
海
の
写
真
を
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
待
合
室
に
も
飾
っ
た
と
い
う
。

初
め
は
海
外
製
の
ク
ル
ー
ザ
ー
を 

考
え
て
い
た

最
初
の
ク
ル
ー
ザ
ー
も
現
在
の
ク
ル
ー

ザ
ー
も
ポ
ー
ナ
ム
と
い
う
櫻
田
氏
だ
が
、
実

は
初
め
は
海
外
製
の
ク
ル
ー
ザ
ー
を
考
え
て

Profile
医療法人社団櫻雅会
理事長／歯学博士
オリオン歯科 院長

千
葉
と
東
京
に
４
つ
の
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
経
営
し
て
い
る

櫻
田
氏
。日
々
多
忙
を
極
め
る
中
、ど
の
よ
う
に
ク
ル
ー
ザ
ー

と
出
会
い
、
わ
ず
か
な
余
暇
で
ど
の
よ
う
に
ク
ル
ー
ザ
ー
と

関
わ
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
距
離
感
を
知
る
こ
と
で
ク
ル
ー

ザ
ー
の
魅
力
を
探
る
。

ク
ル
ー
ザ
ー
オ
ー
ナ
ー
に
聞
く

「
私
と
ク
ル
ー
ザ
ー
の
距
離
感
」

櫻田 雅彦氏
File.1

カジキ釣りを楽しむ櫻田氏。少しでも大きなカジキを釣るために、まなざしは常に真剣そのものだ。トヨタの営業マンとの
出会いをきっかけに PONAMオーナーとなった櫻田氏だが、仕事も遊びもスケールが大きいと感じる！（編集長）

Fun 
to 
Cruise

さくらだ まさひこ

      



い
た
と
い
う
。
海
外
製
の
ク
ル
ー
ザ
ー
は
日

本
製
に
比
べ
て
デ
ザ
イ
ン
が
優
れ
て
い
る
と

映
っ
た
よ
う
だ
。
リ
ビ
エ
ラ
逗
子
マ
リ
ー
ナ

で
試
乗
し
た
の
も
、
海
外
製
の
シ
ー
レ
ー
30

だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
「
こ
ん
な
に
揺
れ
る
の
か
」
と

い
う
の
が
、
櫻
田
氏
の
感
想
だ
っ
た
。
シ
ー

レ
ー
を
含
め
、
海
外
製
の
ク
ル
ー
ザ
ー
の
中

に
は
湖
畔
向
け
に
作
ら
れ
た
も
の
も
多
く
、

そ
の
た
め
揺
れ
に
弱
い
面
も
あ
る
。
こ
の
と

き
の
感
覚
が
強
く
残
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ

う
、
次
に
ポ
ー
ナ
ム
28
を
試
乗
し
た
と
き
に

は
、「
乗
り
心
地
が
全
然
違
っ
た
」
と
正
反

対
の
感
想
を
抱
い
て
い
る
。

ポ
ー
ナ
ム
28
と
シ
ー
レ
ー
30
で
は
船
体
の

大
き
さ
に
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
こ
ん
な
に
も
乗
り
心
地
が
違
う

の
か
」
と
櫻
田
氏
が
驚
い
て
し
ま
う
ほ
ど
、

ポ
ー
ナ
ム
28
の
性
能
は
高
い
と
い
う
こ
と
だ
。

も
う
ひ
と
つ
、
櫻
田
氏
の
気
持
ち
を
ポ
ー

ナ
ム
28
に
傾
け
た
も
の
が
あ
る
。
ポ
ー
ナ
ム

の
営
業
担
当
者
と
の
出
会
い
だ
。「
い
い
営

業
と
の
出
会
い
」
と
語
る
よ
う
に
彼
と
の
関

係
は
と
て
も
良
好
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

「『
ポ
ー
ナ
ム
は
い
い
で
す
よ
』
と
聞
い
て
い

る
う
ち
に
、
興
味
が
わ
い
て
き
た
」
と
い
う
。

「
ポ
ー
ナ
ム
で
釣
り
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
の
が
彼
の
営
業
文
句
だ
っ
た
ら
し
い
。
櫻

田
氏
は
そ
の
営
業
文
句
に
対
し
て
「
ポ
ー
ナ

ム
を
買
う
な
ら
カ
ジ
キ
を
釣
る
」
と
言
っ
た

そ
う
だ
。

木目が美しい櫻田氏の愛艇 PONAM-35SWのキャビン。船内というよりは、高級マンションのリビングを感じさせる。カ
ジキ釣りの束の間の休息にもうってつけのインテリアだ。

      



ポ
ー
ナ
ム
＝
カ
ジ
キ
釣
り

カ
ジ
キ
を
釣
る
と
い
う
の
が
、
ポ
ー
ナ
ム

を
選
ぶ
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
。「
ポ
ー

ナ
ム
28
は
デ
ザ
イ
ン
も
気
に
入
っ
て
い
て
、

釣
り
も
で
き
る
し
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
も
で
き

る
」
と
語
る
よ
う
に
、
性
能
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
櫻
田
氏
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
と

い
う
の
が
大
き
い
。

で
は
な
ぜ
カ
ジ
キ
な
の
か
。
櫻
田
氏
は
小

さ
い
頃
よ
く
川
釣
り
を
し
て
い
た
そ
う
だ
。

し
か
し
、
川
釣
り
で
は
ど
う
し
て
も
釣
れ
る

魚
の
サ
イ
ズ
に
限
界
が
あ
る
。「
で
も
海
な

ら
も
っ
と
大
き
な
魚
が
釣
れ
る
し
、
釣
っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
櫻

田
氏
に
と
っ
て
の
釣
り
は
、
カ
ジ
キ
の
よ
う

な
大
き
な
魚
を
釣
り
上
げ
る
と
い
う
楽
し
さ

だ
っ
た
。

そ
れ
に
、
も
と
も
と
ク
ル
ー
ザ
ー
と
カ
ジ

キ
に
は
深
い
繋
が
り
が
あ
る
。
櫻
田
氏
が
購

読
し
て
い
た
雑
誌
に
も
、
メ
キ
シ
コ
の
ロ
ス

カ
ボ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

の
カ
ジ
キ
釣
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
レ
ポ
ー
ト

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
情
報
に

触
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ポ
ー
ナ
ム
＝
カ
ジ
キ
釣

り
に
繋
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
も
身
近
に
あ
る
「
非
日
常
」

「
海
外
リ
ゾ
ー
ト
な
ん
か
に
い
て
も
、
や
っ

ぱ
り
患
者
さ
ん
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
こ
と
が

気
に
な
る
」
と
語
る
櫻
田
氏
が
オ
リ
オ
ン

歯
科
を
開
業
し
た
の
は
20
代
の
頃
。
多
忙
な

写真上／釣り上げた自慢のカジキとともに、スタッフと記念撮影に
臨む櫻田氏。
写真左／長い格闘の末に釣り上げたカジキを前に、みんな達成感に
満ちた表情だ。

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
櫻
田
氏
に
と
っ
て
、

ク
ル
ー
ザ
ー
で
の
マ
リ
ン
ラ
イ
フ
は
唯
一
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
に
な
れ
る
時
間
だ
と
い
っ
て
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。「
今
は
ど
こ
で
も
電

話
が
つ
な
が
る
け
ど
、
海
外
だ
と
も
し
何
か

あ
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
な

い
」
と
、
常
に
患
者
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
こ
と

を
気
に
か
け
て
い
る
櫻
田
氏
に
と
っ
て
は
、

海
外
滞
在
時
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
に
な

り
き
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。

「
患
者
さ
ん
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
こ
と
を
忘
れ

る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ク
ル
ー
ザ
ー
で

陸
か
ら
離
れ
る
と
自
分
だ
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
時
間
に
な
る
。
逆
に
こ
う
い
う
時
間
を

持
つ
こ
と
で
患
者
さ
ん
と
も
よ
り
よ
く
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
、

櫻
田
氏
に
と
っ
て
ク
ル
ー
ザ
ー
で
の
マ
リ
ン

ラ
イ
フ
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
想
像
で
き
る
。

「
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
っ
て
海
へ
出
る
と
、
目

に
見
え
て
海
の
色
が
変
わ
っ
て
い
く
の
が
わ

か
る
し
、
空
気
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
の

も
感
じ
る
」。
櫻
田
氏
に
と
っ
て
、
自
然
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ル
ー
ザ
ー
は
最
も

身
近
に
あ
る
「
非
日
常
」、
言
い
換
え
れ
ば

日
常
の
マ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。

      



      



サ
ン
シ
ー
カ
ー
の 

オ
ー
プ
ン
ク
ル
ー
ザ
ー

も
と
も
と
車
が
趣
味
で
レ
ー
ス
を
や
っ
て

い
た
榊
原
氏
。
そ
の
レ
ー
ス
の
仲
間
が
ク

ル
ー
ザ
ー
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
徐
々
に
船
の
楽
し
さ
を
知
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
レ
ー
ス
を
始
め
る
前
の
20

代
の
頃
に
読
ん
で
い
た
と
い
う
ボ
ー
ト
専
門

誌
「
ボ
ー
ト
ナ
ウ
」
は
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

で
デ
ザ
イ
ン
性
が
高
く
、
他
の
雑
誌
と
は
一

線
を
画
し
て
い
た
。
日
本
に
は
入
っ
て
き
て

い
な
い
海
外
の
船
を
多
数
掲
載
し
て
い
て
、

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
が
サ
ン
シ
ー

カ
ー
の
オ
ー
プ
ン
ク
ル
ー
ザ
ー
だ
っ
た
。
最

初
の
ク
ル
ー
ザ
ー
こ
そ
同
じ
オ
ー
プ
ン
ク

ル
ー
ザ
ー
の
シ
ー
レ
ー
だ
っ
た
が
、「
昔
か

ら
オ
ー
プ
ン
が
好
き
で
、
当
時
安
か
っ
た
の

も
あ
る
け
れ
ど
、
雑
誌
で
見
た
と
き
に
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
」
と
言
う

よ
う
に
、
２
艇
目
は
そ
の
サ
ン
シ
ー
カ
ー
を

購
入
。

も
ち
ろ
ん
当
時
も
日
本
製
の
ク
ル
ー
ザ
ー

は
あ
っ
た
が
、
欧
米
製
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン

性
を
意
識
し
た
作
り
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

イ
メ
ー
ジ
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、

保
有
し
た
ク
ル
ー
ザ
ー
は
全
て
海
外
製
だ
。

な
か
な
か
気
に
入
っ
た
船
が
見
つ
か
ら
ず
、

次
の
船
の
つ
な
ぎ
と
し
て
購
入
し
た
の
も
、

ウ
ェ
ル
ク
ラ
フ
ト
社
製
の
37
コ
ル
シ
カ
だ
っ

た
。

憧
れ
の
リ
ー
バ

「
ず
っ
と
憧
れ
て
い
た
」
と
語
る
榊
原
氏
が

購
入
し
た
の
が
念
願
の
ク
ル
ー
ザ
ー
、
リ
ー

バ
50
ス
ー
パ
ー
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
リ
ー
バ

は
、「
他
社
に
は
な
い
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
デ

ザ
イ
ン
」「
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
と
サ
ー
ビ

ス
」「
頑
丈
な
ボ
デ
ィ
ー
」な
ど
と
評
さ
れ
る
、

ま
さ
に
世
界
最
高
峰
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
い

い
ク
ル
ー
ザ
ー
だ
。
車
を
通
し
て
昔
か
ら
付

き
合
い
が
あ
る
先
輩
も
「
使
い
勝
手
も
い
い

し
、
壊
れ
に
く
い
、
本
当
に
い
い
船
だ
」
と

評
価
し
た
ら
し
い
。
リ
ー
バ
に
は
リ
ー
バ
の

オ
ー
ナ
ー
だ
け
の
特
殊
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
特
別
な
ク
ル
ー
ザ
ー
だ

と
い
う
こ
と
が
伺
え
る
。
類
は
友
を
呼
ぶ
と

で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
榊
原
氏
も
そ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
誘
わ
れ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
リ
ー
バ
58
の
フ
ラ
マ
ー
に
ク
ラ

ス
ア
ッ
プ
す
る
の
だ
が
、
実
は
購
入
を
決
め

た
の
は
榊
原
氏
で
は
な
い
。
当
時
の
先
輩
に

１
３
０
フ
ィ
ー
ト
の
メ
ガ
ヨ
ッ
ト
を
保
有
し

て
い
る
方
が
い
て
、「
も
う
予
約
し
て
お
い

た
か
ら
」
と
い
き
な
り
言
わ
れ
た
と
い
う
か

ら
驚
き
だ
。

根
底
に
あ
る
「
人
と
の
つ
な
が
り
」

「
ベ
ー
ス
は
人
間
関
係
」。
こ
う
語
る
よ
う

に
、
榊
原
氏
に
と
っ
て
ク
ル
ー
ザ
ー
は
人
と

人
と
の
関
わ
り
を
生
み
出
す
場
で
あ
る
。

「
船
は
ひ
と
つ
の
空
間
な
の
で
、
初
め
て
の

人
と
で
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
ら
れ
る
。
完
全

な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
中
で
一
緒
に
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
た
り
、
き
れ
い
な
景
色
を
眺
め

た
り
す
れ
ば
仲
良
く
な
れ
る
」
と
榊
原
氏
は

言
う
。「
人
間
関
係
や
環
境
、
生
き
方
に
あ

わ
せ
て
自
身
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

と
、
船
も
変
わ
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
を

体
現
す
る
よ
う
に
、
榊
原
氏
も
保
有
す
る
ク

ル
ー
ザ
ー
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
リ
ー
バ
58

フ
ラ
マ
ー
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ま
さ
に
人
間
関

係
に
よ
っ
て
ク
ル
ー
ザ
ー
が
変
わ
っ
た
い
い

例
だ
。

ク
ル
ー
ザ
ー
を
保
有
す
る
こ
と
で
変
わ
る

の
は
何
も
オ
ー
ナ
ー
だ
け
で
は
な
い
。「
今

の
ク
ル
ー
ザ
ー
は
社
員
の
み
ん
な
に
も
乗
っ

て
も
ら
っ
て
。そ
う
し
た
ら
み
ん
な
か
ら『
こ

れ
接
待
に
使
え
な
い
で
す
か
？
』
と
言
わ
れ

た
ん
で
す
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
す
。
ク
ル
ー

ザ
ー
を
保
有
す
る
こ
と
で
社
員
に
も
い
い
刺

激
と
な
り
、
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
た
と
い

う
の
は
経
営
者
と
し
て
も
ク
ル
ー
ザ
ー
オ
ー

ナ
ー
と
し
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

都
市
型
マ
リ
ー
ナ
の
時
代

ク
ル
ー
ザ
ー
を
心
か
ら
愛
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
マ
リ
ー
ナ
に
対
し
て
独
自
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
語
っ
て
く
れ
た
。

「
夢
の
島
の
よ
う
な
都
市
型
の
マ
リ
ー
ナ
が

も
っ
と
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

も
っ
と
身
近
に
あ
っ
て
、
簡
単
に
マ
リ
ー
ナ

ま
で
出
て
い
け
た
ほ
う
が
い
い
」。

ま
た
、
海
外
か
ら
日
本
に
来
る
と
い
う
発

想
が
こ
れ
か
ら
は
と
て
も
重
要
だ
と
榊
原
氏

ク
ル
ー
ザ
ー
オ
ー
ナ
ー
に
聞
く

「
私
と
ク
ル
ー
ザ
ー
の
距
離
感
」

Fun 
to 
Cruise

榊
さかきばら

原 龍
たつゆき

之氏

現
在
保
有
し
て
い
る
ク
ル
ー
ザ
ー
は
５
艇
目
と
い
う
榊
原

氏
。
こ
れ
ま
で
の
ク
ル
ー
ザ
ー
と
の
出
会
い
か
ら
今
ま
で
の

歴
史
や
ク
ル
ー
ザ
ー
へ
の
想
い
を
取
材
す
る
こ
と
で
、
榊
原

氏
が
考
え
る
ク
ル
ー
ザ
ー
の
魅
力
、
榊
原
氏
と
ク
ル
ー
ザ
ー

の
「
距
離
感
」
を
探
る
。

File.2

Profile
株式会社榊原
代表取締役

榊原氏の愛艇から横浜ベイブリッジを臨む。眼前に大きな
橋が迫ってくるとテンションも最高潮に達するようだ。

      



は
訴
え
る
。
横
浜
に
あ
る
ベ
イ
サ
イ
ド
マ

リ
ー
ナ
は
関
東
最
大
級
の
マ
リ
ー
ナ
で
、
海

外
か
ら
の
利
用
者
も
多
い
。「
こ
う
い
う
マ

リ
ー
ナ
こ
そ
東
京
に
必
要
。
日
本
は
地
中
海

を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
都
市
型
の
マ
リ
ー

ナ
と
い
う
考
え
方
の
ほ
う
が
大
切
」。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
利
便
性
だ
け
が

理
由
で
は
な
い
。
日
本
に
は
日
本
な
ら
で
は

の
魅
力
が
あ
る
か
ら
だ
。
構
造
建
築
物
の
多

い
東
京
港
の
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
は
、
東
京

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
を
通
っ
て
お
台
場
ま
で
行

く
と
、
ま
る
で
宝
石
の
よ
う
な
夜
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
帰
り
に
羽
田
沖

を
通
る
と
き
に
は
、
羽
田
空
港
を
離
発
着
す

る
と
き
の
ラ
イ
ト
が
作
り
出
す
美
し
い
光
の

芸
術
を
楽
し
め
る
の
だ
と
い
う
。

木
を
植
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要

横
浜
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ボ
ー
ト

シ
ョ
ー
も
海
外
と
は
全
く
違
う
と
い
う
。「
海

外
み
た
い
に
横
浜
の
ボ
ー
ト
シ
ョ
ー
も
、

ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
夜
の
９
時
、
10
時
ま
で
や

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
」
と
語
る
の
に
は
、
日
本
の
船

の
裾
野
が
広
が
ら
な
い
こ
と
に
対
す
る
危
機

感
が
あ
る
か
ら
だ
。
日
本
は
周
囲
を
海
に
囲

ま
れ
た
海
洋
国
家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
先
進
国
の
中
で
も
っ
と
も
船
の
保
有
数

が
少
な
い
。
そ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
し
、

船
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
は
子
供
連

れ
で
訪
れ
た
り
、
カ
ッ
プ
ル
の
デ
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
ボ
ー
ト

シ
ョ
ー
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
榊
原
氏
は
語
る
。
し
か
し
、
裾
野
を

広
げ
た
り
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
た
り
す
る
の
は

一
朝
一
夕
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。20
年
、

30
年
か
け
て
木
を
植
え
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
も
語
っ
て
い
た
。

同
時
に
「
ト
ヨ
タ
の
『
免
許
を
取
ろ
う
』

の
Ｃ
Ｍ
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
環
境
を
大
き
く

変
え
る
に
は
旗
振
り
役
が
必
要
」
と
い
う
榊

原
氏
の
言
葉
に
は
、
ト
ヨ
タ
へ
の
期
待
が
含

ま
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
心
か
ら
船

を
愛
し
、
楽
し
ん
で
い
る
榊
原
氏
だ
か
ら
こ

そ
、
日
本
の
船
の
未
来
に
対
し
て
不
安
を
感

じ
な
が
ら
も
強
い
期
待
を
持
っ
て
い
る
に
違

い
な
い
。

休日にクルージングを楽しむ榊原氏。自慢の愛艇を操舵する表情は実にリラックスしている。オープンクルー
ザーに降り注ぐ日差しさえもクルージングの楽しみのひとつであるかのように、海上を快適に進んでいく。

      



026「今、トヨタマリンを選ぶ理由」

変
わ
ら
な
い
こ
だ
わ
り 

「
ト
ヨ
タ
ら
し
さ
」

イ
タ
リ
ア
や
台
湾
の
メ
ー
カ
ー
と
の
意
見

交
換
や
、
Ｌ
Ｆ
Ａ
開
発
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飯
田

章
氏
を
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
招
く
な
ど
、

「
外
」
の
意
見
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る

ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
。

「
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、『
ト
ヨ
タ
ら
し
さ
』

を
出
す
こ
と
」
と
上
田
氏
が
語
る
よ
う
に
、

そ
の
中
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が
他
社
と
比
べ
て
も
世
界
一

だ
と
自
負
す
る
ト
ヨ
タ
の
エ
ン
ジ
ン
だ
。
コ

モ
ン
レ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
ポ
ー
ナ

ム
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
高
出
力
で
あ
り
な
が
ら
、

燃
費
が
良
く
音
も
静
か
で
始
動
時
や
加
速
時

に
黒
煙
や
白
煙
が
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
後
藤
氏
が
「
お
客
様
の
期

待
を
少
し
で
も
超
え
ら
れ
る
よ
う
な
品
質
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
ス
タ
ッ
フ
の
品

質
に
対
す
る
追
及
心
。
手
間
暇
を
か
け
て
で

も
よ
り
よ
い
ク
ル
ー
ザ
ー
を
生
産
す
る
た
め

に
、
日
々
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い
う
。

ア
ル
ミ
ハ
ル
が
生
み
出
す 

快
適
な
乗
り
心
地

ポ
ー
ナ
ム
と
同
レ
ン
ジ
の
ク
ル
ー
ザ
ー

上田 孝彦（うえだ たかひこ）
マリン事業部 開発・販売室 開発グループ長

企画、計画、設計だけではなく、生産に対する協力まで、クルーザー
が出来上がるまでのすべてに関わるトヨタマリンの開発グループ長
の上田氏。ＰＯＮＡＭに対する確かな自負と新たな挑戦を語ってく
れた。

後藤 祥夫（ごとう さちお）
マリン事業部 生産・統括室 生産・調達グループ長

材料の調達からＰＯＮＡＭの生産までを担う生産・調達グループ長の
後藤氏。トヨタのものづくりのポリシーを大切にしている後藤氏の生
産にかける思いには並々ならぬ迫力がある。

ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
聞
く
！

「
今
、ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
を
選
ぶ
理
由
」

一
口
に
モ
ノ
づ
く
り
と
い
っ
て
も
、開
発
に
は
開
発
の
、生
産
に
は
生
産
の
、販
売
に
は
販
売
の
理
屈
が
あ
る
が
「
チ
ー
ム
」

の
重
要
性
は
論
を
待
た
な
い
。
特
に
つ
く
る
モ
ノ
が
ク
ル
ー
ザ
ー
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
本
誌
で
は
今
回
ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
の

キ
ー
マ
ン
3
名
を
直
撃
取
材
し
「
今
、ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
を
選
ぶ
理
由
」
に
つ
い
て
大
い
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。「
チ
ー
ム
力
」

が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

が
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
を

採
用
す
る
な
か
、
ポ
ー
ナ
ム
は
当
初
か
ら
ア

ル
ミ
を
採
用
し
て
い
る
。
新
幹
線
や
航
空
機

な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
材
を
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
カ
ッ
ト
と
い
う
技
術

で
0.1
ミ
リ
の
精
度
で
加
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ポ
ー
ナ
ム
な
ら
で
は
の
乗
り
心
地
を
実
現
し

て
い
る
。「
そ
れ
に
、
ア
ル
ミ
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
比

べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
性
が
高
い
こ
と
も
魅
力
的

      



027 「今、トヨタマリンを選ぶ理由」

アルミハルの加
工 に 用 い て い
る ウ ォ ー タ ー
ジェットカットは
0.1mmという精
度で加工すること
が可能。これまで
よりアルミを溶接
する際のひずみを
抑えることが可能
となったことで、
PONAMならでは
の乗り心地を実現
している。

PONAMに採用しているアルミハルは、数あるアルミ
の中でも特に高い強度を誇るものだ。FRPに比べて衝
撃が分散されやすく、振動を素早く減らすことで快適
な乗り心地を生み出している。

で
す
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
環
境
へ
の
配

慮
が
伺
え
る
。

顧
客
と
一
緒
に
造
る
ポ
ー
ナ
ム

後
藤
氏
は
、「
実
際
に
製
造
現
場
に
足
を
運

ん
で
も
ら
っ
て
、
ク
ル
ー
ザ
ー
を
造
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

そ
の
言
葉
に
は
、
顧
客
と
一
緒
に
ク
ル
ー

ザ
ー
を
造
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
が
垣
間
見
え

る
。
最
終
的
に
は
現
在
の
よ
う
な
オ
プ
シ
ョ

ン
を
選
ぶ
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
完
全
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る
そ
の
人
だ
け
の
ク
ル
ー

ザ
ー
の
生
産
を
し
た
い
と
夢
を
口
に
す
る
。

「
開
発
と
お
客
様
が
一
緒
に
話
を
し
な
が
ら

イ
メ
ー
ジ
を
固
め
て
い
っ
て
、
お
客
様
だ
け

の
ク
ル
ー
ザ
ー
を
造
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」

と
い
う
後
藤
氏
の
言
葉
か
ら
は
、
顧
客
に
寄

り
添
っ
た
ク
ル
ー
ザ
ー
造
り
へ
の
想
い
が
感

じ
ら
れ
る
。

ポ
ー
ナ
ム
の
性
能
を
支
え
る

ト
ヨ
タ
の
技
術
力
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海
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
の
が 

販
売
の
仕
事

「
販
売
の
仕
事
は
海
の
楽
し
さ
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」。
田
中
氏
が
こ
う
語

る
の
は
、
長
年
顧
客
と
一
緒
に
数
多
く
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
し
て
き
て
、
海
の
楽
し
さ
を

肌
で
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
。

田
中
氏
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
で
き

る
限
り
顧
客
と
一
緒
に
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
す

る
こ
と
。
三
河
湾
に
は
多
く
の
島
が
あ
り
、

よ
く
島
ま
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
し
て
食
事
を

す
る
と
い
う
。
時
に
は
顧
客
と
丸
一
日
同
乗

し
て
、
顧
客
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
楽
し
み
方

を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

感
動
し
て
も
ら
う
こ
と
が 

何
よ
り
う
れ
し
い

「
ク
ル
ー
ザ
ー
が
大
き
く
な
れ
ば
、
今
ま
で

湾
内
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
外
海
へ
も
行
け
る

よ
う
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
湾
内
で
は
体
験

で
き
な
か
っ
た
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
」。
実
は
オ
ー
ナ
ー
が
ク
ル
ー
ザ
ー

を
大
き
く
し
て
い
く
理
由
の
ひ
と
つ
が
こ
こ

に
あ
る
。
は
じ
め
は
ポ
ー
ナ
ム
の
乗
り
心
地

な
ど
に
感
動
を
し
て
い
た
方
も
、
外
海
ま
で

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
イ

ル
カ
や
ス
ナ
メ
リ
を
間
近
で
見
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
。「
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
ク

ル
ー
ザ
ー
に
乗
っ
て
み
た
い
」
な
ど
と
感
動

を
耳
に
す
る
の
が
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と

い
う
。

楽
し
さ
も
危
険
も
し
っ
か
り
伝
え
る

田
中
氏
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
楽
し
さ

だ
け
で
は
な
く
、
海
の
危
険
も
し
っ
か
り
と

伝
え
る
こ
と
だ
と
い
う
。

「
一
見
穏
や
か
に
見
え
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
か
ら
海
が
荒
れ
る
の
が
分
か
る
と
き
は
、

勇
気
を
持
っ
て
中
止
す
る
こ
と
も
必
要
な
ん

で
す
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
顧
客
の
こ
と

を
常
に
第
一
に
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
言

葉
だ
。

初
め
て
の
方
の
場
合
は
マ
リ
ー
ナ
が
出
港

停
止
し
て
い
な
く
て
も
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

短
縮
し
た
り
中
止
し
た
り
す
る
そ
う
だ
。

乗
る
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
て
く
る 

新
し
い
楽
し
み
方
や
ニ
ー
ズ

「
ロ
ン
グ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
提
案
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
」。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
田
中
氏
の

思
い
つ
き
で
は
な
い
。
海
外
で
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
し
た
人
の
多
く
が
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

い
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
発
想
は
何
も
楽
し
み

方
だ
け
で
は
な
い
。
田
中
氏
自
身
も
「
フ
ェ

ン
ダ
ー
（
船
体
の
側
面
を
保
護
す
る
道
具
）

が
エ
ア
バ
ッ
グ
の
よ
う
に
自
動
で
出
て
く
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

を
開
発
部
門
に
相
談
し
て
い
る
。
顧
客
と
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
を
し
て
い
て
感
じ
た
と
い
う
よ

う
に
、
積
極
的
に
同
乗
す
る
ト
ヨ
タ
マ
リ
ン

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
が
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

実
は
開
発
の
担
当
者
に
も
同
乗
し
て
も
ら

う
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
と
い
う
田
中
氏
。

先
の
例
の
よ
う
に
実
際
に
乗
る
か
ら
こ
そ
得

ら
れ
る
開
発
の
ヒ
ン
ト
の
重
要
性
を
強
く
認

識
し
て
い
る
か
ら
だ
。

最
後
に
田
中
氏
は
「
過
去
に
味
わ
っ
た
こ

と
の
な
い
感
動
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
改
め
て
語
っ
た
。
ク
ル
ー
ザ
ー
は
海
の
楽

し
さ
を
味
わ
う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
道
具
で

あ
る
と
言
い
切
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
常
に
こ

の
想
い
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
信

念
が
感
じ
ら
れ
る
。

東日本、中部、西日本の 3つのエリアの販売を統括する田中氏。愛知県のラ
グーナ蒲郡にある「ＴＯＹＯＴＡ ＭＡＲＩＮＥ ラグーナ」の所長でもあ
る。直に顧客と接している田中氏の言葉はマリンライフの臨場感たっぷりだ。

田中 斉
（たなか ひとし）

マリン事業部 開発・販売室
トヨタマリン営業所 所長

      



029 「今、トヨタマリンを選ぶ理由」

ラグーナ蒲郡にある TOYOTA MARINEラグーナの前に展示された PONAM-28Lと田中氏。顧客との同乗経験が豊富な田中氏は、PONAMをバック
にまるで自分の家の中に招き入れてくれるような優しさを見せてくれた。
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一
味
も
二
味
も
違
う

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡

ク
ル
ー
ザ
ー
に
乗
っ
て
、
仲
間
や
家

族
と
共
に
マ
リ
ン
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
時

間
は
特
別
な
も
の
。
そ
ん
な
特
別
な
時

間
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
マ

リ
ー
ナ
だ
。
日
本
各
地
に
あ
る
様
々
な

マ
リ
ー
ナ
の
中
で
、
こ
こ
ラ
グ
ー
ナ
蒲

郡
は
他
の
マ
リ
ー
ナ
と
は
一
味
も
二
味

も
違
う
。

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
と
充
実
し
た

設
備
が
整
っ
た
マ
リ
ー
ナ
、
海
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
「
ラ
グ
ナ
シ
ア
」、全
邸
オ
ー

シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

「
ラ
・
メ
ル
カ
ー
サ
」、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
」、地
中
海
レ
ス
ト
ラ
ン
・
バ
ル「
カ
ー

ザ
」、
さ
ら
に
は
「
ラ
グ
ー
ナ
の
湯
」

と
い
う
天
然
温
泉
ま
で
あ
る
複
合
型
の

リ
ゾ
ー
ト
マ
リ
ー
ナ
、
そ
れ
が
ラ
グ
ー

ナ
蒲
郡
な
の
だ
。

最
高
の
ス
タ
ッ
フ
と
充
実
し
た
設
備

が
出
迎
え
る
ラ
グ
ナ
マ
リ
ー
ナ

離
着
岸
が
容
易
な
ゆ
と
り
あ
る
航
路

幅
と
桟
橋
が
特
徴
的
な
ラ
グ
ナ
マ
リ
ー

ナ
。
海
上
は
シ
ン
グ
ル
・
ダ
ブ
ル
バ
ー

ス
の
２
種
類
を
完
備
し
て
い
る
。
シ
ン

グ
ル
バ
ー
ス
は
１
ブ
ー
ス
に
１
艇
の
み

で
、
ゆ
と
り
が
あ
る
係
留
ス
ペ
ー
ス
は

使
い
勝
手
が
抜
群
。
ダ
ブ
ル
バ
ー
ス
は

１
ブ
ー
ス
に
２
艇
。
船
体
の
大
き
さ
、

給
水
・
給
電
ポ
ス
ト
の
有
無
な
ど
愛

艇
に
合
せ
て
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
オ
ー
ナ
ー
ズ
カ
ー
ド
を
所
有
し
て

い
れ
ば
、
桟
橋
を
24
時
間
利
用
が
可
能

で
、
夜
間
は
警
備
員
が
巡
回
す
る
た
め

安
心
し
て
停
泊
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

る
。ト

ヨ
タ
マ
リ
ン
、
ヤ
マ
ハ
マ
リ
ン
セ

ン
タ
ー
の
メ
ー
カ
ー
系
シ
ョ
ッ
プ
が
併

設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
２
社
の
ク

ル
ー
ザ
ー
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
は
大
き

な
魅
力
と
な
る
は
ず
だ
。
新
艇
展
示
や

試
乗
体
験
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
マ
リ

ン
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
相
談
す
れ
ば
、

今
ま
で
と
は
違
っ
た
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

最
大
の
魅
力
は

複
合
型
リ
ゾ
ー
ト
マ
リ
ー
ナ

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
最
大
の
魅
力
は
、

様
々
な
施
設
が
整
っ
た
複
合
型
の
リ

ゾ
ー
ト
マ
リ
ー
ナ
と
い
う
こ
と
だ
。

海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ラ
グ
ナ
シ
ア
」

徹底活用
ラグーナ 蒲郡

Marina
Divide Vol.1

マリーナ探訪
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は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

が
充
実
し
て
い
る
。
小
さ
な
お
子
様
が

い
る
オ
ー
ナ
ー
に
は
、
あ
り
が
た
い
施

設
だ
ろ
う
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
は
様
々
な

シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て
い

て
、分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
「
ラ
・
メ
ル
カ
ー

サ
」の
住
人
は
も
ち
ろ
ん
、ク
ル
ー
ザ
ー

オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
も
う
れ
し
い
サ
ー

ビ
ス
が
整
っ
て
い
る
。
中
で
も
人
気
の

高
い
寿
司
店
「
魚
魚
丸
」
で
は
、
市
場

か
ら
直
送
し
た
新
鮮
な
海
の
幸
を
、
係

留
し
て
い
る
ク
ル
ー
ザ
ー
ま
で
届
け
て

く
れ
る
。
ク
ル
ー
ザ
ー
仲
間
や
家
族
と

愛
艇
の
中
で
食
べ
る
極
上
の
寿
司
は
、

よ
り
一
層
海
と
一
体
に
な
っ
た
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
で
し
か 

味
わ
え
な
い
ク
ル
ー
ザ
ー
ラ
イ
フ

三
河
湾
は
平
均
水
深
が
9.2
メ
ー
ト
ル

と
比
較
的
浅
く
、
波
も
穏
や
か
で
ゆ
っ

た
り
と
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
む
に
は

最
適
な
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
海
域
に
は
水
質

が
き
れ
い
な
場
所
で
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
小
型
の
鯨
の
仲
間
で
あ
る
ス

ナ
メ
リ
が
生
息
し
て
い
る
。
ダ
イ
ビ
ン

グ
を
し
な
が
ら
ス
ナ
メ
リ
を
探
す
と
い

う
の
は
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験

だ
。

三
河
湾
の
沖
合
３
キ
ロ
に
浮
か
ぶ
無

人
島
・
三
河
大
島
へ
は
、
ラ
グ
ー
ナ
蒲

郡
か
ら
ク
ル
ー
ザ
ー
で
行
く
こ
と
が
で

き
る
。
島
全
体
を
覆
う
暖
帯
樹
林
は
、

日
本
と
は
思
え
な
い
ト
ロ
ピ
カ
ル
ム
ー

ド
が
満
点
。
海
岸
は
、
断
崖
や
洞
穴
な

ど
変
化
に
富
み
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
も

最
適
だ
。
島
の
北
東
に
は
天
然
記
念
物

で
あ
る
ナ
メ
ク
ジ
ウ
オ
も
生
息
し
て
い

る
。
夏
の
間（
７
月
１
日
〜
８
月
31
日
）

は
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
、
三
河
大
島

ま
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
て
、
蒲
郡
や
渥

美
半
島
を
眺
め
な
が
ら
海
水
浴
を
楽
し

む
と
い
う
の
も
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
な
ら
で

は
の
楽
し
み
方
だ
。

ク
ル
ー
ザ
ー
オ
ー
ナ
ー
だ
け
の 

限
定
サ
ー
ビ
ス

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
と
マ
リ
ン

サ
ロ
ン
は
、
オ
ー
ナ
ー
だ
け
が
利
用
で

き
る
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ガ
ー
デ
ン
で
は
仲
間

や
家
族
と
と
も
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
道
具

は
全
て
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
が
用
意
し
て
い

る
。マ

リ
ー
ナ
を
一
望
で
き
る
開
放
的
な

マ
リ
ン
サ
ロ
ン
で
は
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
楽
し
ん
だ
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
最

適
。
海
か
ら
の
心
地
よ
い
風
を
う
け
ら

れ
る
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
で
、
愛
艇
を
眺
め

な
が
ら
お
い
し
い
料
理
や
お
酒
を
楽
し

め
ば
、
自
然
と
会
話
も
弾
む
は
ず
。
ク

ル
ー
ザ
ー
仲
間
や
家
族
と
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
け
で
な
く
、
大

切
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
も
て
な

す
と
き
に
も
最
適
な
サ
ロ
ン
だ
。
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ヒ
ル
ナ
ン
デ
ス
で
１
位
に
輝
い
た 

花
火
ス
ペ
ク
タ
キ
ュ
ラ 

「
ミ
ス
テ
ィ
ノ
ー
チ
ェ
」

幻
想
的
な
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
迫
力
の

あ
る
花
火
と
炎
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

映
像
が
映
し
出
さ
れ
た
巨
大
な
バ
ル
ー

ン
…
…
。
昼
間
は
プ
ー
ル
を
満
喫
す
る

人
々
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
空
間
が
音
楽

と
と
も
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ
と

変
貌
を
遂
げ
る
。

２
０
１
３
年
７
月
15
日
に
ラ
グ
ナ
シ

ア
で
行
わ
れ
た
花
火
ス
ペ
ク
タ
キ
ュ
ラ

「
ミ
ス
テ
ィ
ノ
ー
チ
ェ
」
は
、情
報
番
組

ヒ
ル
ナ
ン
デ
ス
で
昨
年
の
お
す
す
め
花

火
の
第
１
位
に
輝
い
た
シ
ョ
ー
だ
。

実
際
に
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
幻

想
的
で
壮
大
な
世
界
に
圧
倒
さ
れ
て
し

ま
う
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
集
ま
っ
た
観

客
の
右
手
か
ら
、
二
人
の
ダ
ン
サ
ー
が

静
か
に
登
場
す
る
。
彼
ら
の
ダ
ン
ス
か

ら
始
ま
っ
た
シ
ョ
ー
は
物
語
が
進
む
に

つ
れ
て
、
激
し
い
音
楽
と
と
も
に
そ
の

様
相
が
激
変
す
る
。
連
続
で
打
ち
上
げ

ら
れ
る
花
火
、
夜
空
に
放
た
れ
る
レ
ー

ザ
ー
光
線
、
力
強
い
炎
。
そ
の
大
迫
力

の
光
景
に
観
客
の
誰
も
が
カ
メ
ラ
を
向

け
て
い
た
。

さ
ら
に
物
語
が
進
む
と
、
噴
水
の
奥

か
ら
ネ
オ
ン
ラ
イ
ト
が
取
り
付
け
ら
れ

た
衣
装
を
ま
と
っ
た
新
た
な
ダ
ン
サ
ー

が
登
場
す
る
。
ま
る
で
小
さ
な
パ
レ
ー

ド
の
よ
う
な
美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
る
。

圧
巻
だ
っ
た
の
は
ラ
ス
ト
に
現
れ
た

巨
大
な
卵
型
の
バ
ル
ー
ン
だ
。
徐
々
に

大
き
く
な
っ
て
い
く
バ
ル
ー
ン
に
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
映
像
が
投
影
さ
れ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
演
出
す
る
。

わ
ず
か
20
分
の
シ
ョ
ー
だ
が
、
多
彩

な
演
出
に
緩
急
の
あ
る
物
語
と
、
時
間

を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
非
常
に
充
実

し
た
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。

昼
と
は
違
っ
た
顔
を
見
せ
る 

ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

昼
は
多
く
の
観
光
客
や
イ
ベ
ン
ト
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
前
の
広

場
。徐
々
に
日
が
傾
い
て
い
く
に
つ
れ
、

に
ぎ
や
か
だ
っ
た
空
間
が
違
う
色
を
見

せ
始
め
る
。
雲
の
間
か
ら
色
鮮
や
か
に

覗
く
陽
光
が
マ
リ
ー
ナ
に
特
別
な
時
間

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。

ラ
グ
ー
ナ
ヒ
ル
か
ら
眺
め
る
と
、
そ

の
光
と
闇
の
変
化
を
存
分
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
闇
が
濃
く
な
る
に
つ
れ

て
徐
々
に
建
物
に
光
が
灯
り
は
じ
め
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
店
内

の
照
明
が
煌
々
と
灯
り
、
ひ
と
つ
の
光

の
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
上
げ
、
日
中
は
家

族
連
れ
の
楽
し
げ
な
声
に
あ
ふ
れ
て
い

た
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
を
象
徴
す
る
観
覧
車

は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
化
粧
を
施

し
、
一
転
恋
人
た
ち
に
素
敵
な
ム
ー
ド

を
提
供
し
始
め
る
。

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
こ
の
幻
想

的
な
空
間
を
味
わ
う
の
も
ラ
グ
ー
ナ
蒲

郡
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
違
い
な
い
。

      



７
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
運
行
を 

開
始
し
た
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
船 

「
ラ
グ
ー
ナ
ス
ナ
メ
リ
号
」

船
体
に
か
わ
い
ら
し
い
ス
ナ
メ
リ
の

イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

船
「
ラ
グ
ー
ナ
ス
ナ
メ
リ
号
」。
最
大

94
名
ま
で
の
利
用
が
で
き
る
。
後
方
の

ベ
ン
チ
席
に
は
マ
リ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
青
と
白
の
幌
が
頭
上
を
覆
っ
て
い
る

た
め
、
暑
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
夏

で
も
暑
さ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
快
適
な

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
楽
し
め
る
。
時
速
８

ノ
ッ
ト
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
で
は
、
船
名
の
由
来
に
も
な
っ
て

い
る
ス
ナ
メ
リ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
だ
け

で
な
く
、
三
河
湾
の
遊
覧
や
船
上
軽
食

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
様
々
な
利
用
が
可
能

だ
。

      



伊
勢
志
摩
の
最
高
級
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た

伊
勢
志
摩
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ

三
重
県
奥
志
摩
の
あ
ご
湾
を
望
む

「
合
歓
の
郷
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
」。
平

成
25
年
４
月
に
『
五
感
を
潤
す
太
陽
と

森
の
リ
ゾ
ー
ト
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
、「
ホ
テ
ル
合

歓
」の
客
室
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
、

ラ
ウ
ン
ジ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
メ
イ

ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
あ
る
「
ザ
・
ダ
イ
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
」
も
、
開
放
的
で
リ
ゾ
ー

ト
気
分
を
満
喫
で
き
る
空
間
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。

「
伊
勢
志
摩
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た「
ザ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
」
は
、
伊
勢
海
老
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の

新
鮮
な
海
の
幸
、
松
阪
牛
な
ど
の
地
元

の
最
高
級
食
材
は
も
ち
ろ
ん
、
な
ん
と

い
っ
て
も
敷
地
内
に
あ
る
合
歓
農
園
で

栽
培
し
た
合
歓
野
菜
を
は
じ
め
、
地
元

合歓の郷ホテル＆リゾート

「ザ・ダイニングルーム」

Vol.1クルーザーで行くレストラン
Gastronomy Cruising

      



合歓の郷ホテル & リゾート
住所：〒 517-0403

三重県志摩市浜島町迫子2692-3
TEL：0599-52-1111
FAX：0599-59-0001
WEB：http://www.nemunosato.com

【クルーザーの停泊にあたって】
マリーナを利用する際は、事前連絡が
必要。停泊スペースに限りがあるため、
宿泊客が優先となります。また、繁忙
期等で満艇になる場合もあります。

で
採
れ
た
ハ
ー
ブ
や
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
料
理
が
特
徴
だ
。

本
場
イ
タ
リ
ア
で
修
業
し
た
シ
ェ
フ

の
川
埜
悟
氏
が
「
志
摩
に
来
て
初
め
て

食
材
の
本
当
の
お
い
し
さ
を
知
っ
た
」

と
ほ
れ
込
む
旬
の
食
材
は
、
徹
底
的
に

こ
だ
わ
り
ぬ
い
た
も
の
だ
け
を
厳
選

し
、
食
材
の
持
つ
本
来
の
味
を
楽
し

む
た
め
に
シ
ン
プ
ル
な
味
付
け
に
な
っ

て
い
る
。
地
元
の
野
菜
や
果
物
を
使
っ

た
ソ
ー
ス
を
好
み
に
合
わ
せ
て
選
べ
る

「
コ
ン
デ
ィ
メ
ン
ト
・
バ
ー
」
ス
タ
イ

ル
も
う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
だ
。

女
性
に
と
っ
て
う
れ
し
い
の
が
、「
伊

勢
志
摩
リ
ゾ
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
」
の
一
環

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
「
美
腸
メ

ニ
ュ
ー
」。
腸
を
き
れ
い
に
す
る
効
果

が
高
い
と
評
判
の
食
材
を
用
い
た
料
理

は
、
美
と
健
康
を
求
め
る
女
性
に
人
気

と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
『
五
感
を
潤
す
』
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
通
り
、
味
だ
け
で
な
く
盛

り
付
け
の
美
し
さ
や
鼻
腔
を
く
す
ぐ
る

香
り
も
楽
し
め
る
。
特
に
、
シ
ェ
フ
の

独
創
的
な
発
想
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

数
々
の
料
理
は
、
ま
さ
に
こ
こ
で
し
か

味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
至
高
の
食
体

験
と
な
る
は
ず
だ
。

      



036036持ってるオンナは知っている

女性の視点が広げる可能性

女性×クルーザー＝∞

男
子
禁
制
!?

ク
ル
ー
ザ
ー
女
子
会
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
２
年
11
月
、
豪
華
ク
ル
ー

ザ
ー
で
開
催
さ
れ
た
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
。
そ
れ
は
な
ん
と
男

子
禁
制
！

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ロ
ー
ソ
ン
と
オ
ズ
モ
ー
ル
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
そ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の

テ
ー
マ
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
。
ま
さ
に
女
性

な
ら
で
は
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
に
関
す
る

様
々
な
商
品
が
船
内
に
展
示
さ
れ
、
美

容
に
関
心
の
あ
る
女
性
に
は
た
ま
り
ま

せ
ん
。

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
、
お
台
場
を
出
発

し
て
羽
田
沖
ま
で
行
き
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
眺

め
る
と
い
う
コ
ー
ス
。
さ
ら
に
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

デ
ィ
ナ
ー
ま
で
振
る
舞
わ
れ
た
と
い

う
、
ま
さ
に
至
れ
り
尽
く
せ
り
。

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
れ
ば
、

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
恋
愛
も
充
実

す
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
初
め
て
の
方

は
、
ま
ず
は
女
性
だ
け
の
パ
ー
テ
ィ
ー

に
参
加
し
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

豪
華
な
ク
ル
ー
ザ
ー
で 

素
敵
な
出
会
い
を

ク
ル
ー
ザ
ー
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も

様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

クルーザーと言えば男性？ いいえ、そんなことはありません。女
性が楽しめるイベントや、楽しみ方もたくさんあります。まずは身
近なところから、クルーザーに触れてみてはいかがでしょう。

も
ち
ろ
ん
近
海
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
す

れ
ば
、
二
人
だ
け
の
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
も
可
能
。
今
は
調
理
ス

ペ
ー
ス
が
広
い
ク
ル
ー
ザ
ー
も
あ
る
の

で
、そ
ん
な
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
最
中
に
、

海
上
で
自
慢
の
料
理
を
振
る
舞
え
ば
、

グ
ッ
と
お
互
い
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
。

ク
ル
ー
ズ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

女
性
に
と
っ
て
特
別
な
一
日
と
言
え

ば
結
婚
式
。
も
ち
ろ
ん
、
豪
華
な
式
場

や
チ
ャ
ペ
ル
で
の
挙
式
も
い
い
け
れ

ど
、
ど
う
せ
な
ら
い
つ
も
と
違
う
最
高

の
一
日
に
し
た
い
も
の
。

そ
ん
な
と
き
は
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
貸
し
切
り
ク
ル
ー
ズ
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
が
お
す
す
め
。
一
番
の
魅
力
は
何
と

言
っ
て
も
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
ら

で
は
の
、
他
に
は
な
い
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
。
招
待
状
や
当
日
の
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
料
理
な
ど
、
細
か
な
と

こ
ろ
ま
で
こ
だ
わ
れ
る
の
は
女
性
に

と
っ
て
は
嬉
し
い
も
の
。
そ
し
て
、
招

待
し
た
大
切
な
家
族
や
友
人
も
、
自
分

た
ち
だ
け
の
特
別
な
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
だ

か
ら
こ
そ
、
よ
り
強
い
思
い
出
と
し
て

記
憶
に
残
り
ま
す
。
招
待
し
た
友
人
・

知
人
も
、
き
っ
と
他
で
は
体
験
で
き
な

い「
非
日
常
」に
満
足
し
て
く
れ
る
は
ず
。

中
に
は
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
設
け
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
お
子
様
が
い
る
方
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そ
の
ひ
と
つ
が
「
ク
ル
ー
ザ
ー
合
コ

ン
」。
そ
の
名
の
通
り
、
豪
華
ク
ル
ー

ザ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
船
上
で
行
わ

れ
る
特
別
な
出
会
い
の
場
で
す
。
高
級

ホ
テ
ル
の
ス
ウ
ィ
ー
ト
ル
ー
ム
さ
な
が

ら
の
キ
ャ
ビ
ン
は
男
女
が
和
や
か
に
語

り
合
う
に
は
ム
ー
ド
満
点
。

ク
ル
ー
ザ
ー
の
中
は
完
全
な
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
。
そ
こ
で
少
人
数
の
男
女

が
一
緒
の
時
を
過
ご
せ
ば
、
自
然
と
会

話
も
弾
み
ま
す
。

ク
ル
ー
ザ
ー
に
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

ア
テ
ン
ド
も
同
船
し
て
い
る
た
め
、
ク

ル
ー
ザ
ー
が
初
め
て
で
も
安
心
。
シ
ャ

ン
パ
ン
で
華
麗
に
乾
杯
を
し
た
後
は
、

高
級
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア
ン
と
と
も

に
、
ワ
イ
ン
や
カ
ク
テ
ル
に
舌
鼓
。

女
子
会
と
は
ま
た
趣
の
異
な
る
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
で
、
素
敵
な
男
性
と
巡
り

合
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ク
ル
ー
ザ
ー
で
マ
リ
ー
ナ
デ
ー
ト

マ
リ
ー
ナ
と
い
う
と
、
釣
り
船
や
ク

ル
ー
ザ
ー
を
停
泊
し
て
お
く
だ
け
の
場

所
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
マ
リ
ー
ナ
の
中
に
は
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
だ
け
で
な
く
、
大
自
然
の

中
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
た
り
、
豪
華
な

料
理
を
堪
能
で
き
た
り
、
快
適
な
ホ
テ

ル
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
と
、
デ
ー
ト

に
最
適
な
場
所
も
あ
り
ま
す
。

で
も
安
心
。
わ
ざ
わ
ざ
結
婚
式
に
出
席

す
る
た
め
に
両
親
に
子
供
を
預
け
る
必

要
も
な
く
、
披
露
宴
中
に
泣
い
て
し
ま

わ
な
い
か
と
い
っ
た
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。結

婚
を
考
え
て
い
る
方
は
、
一
度
検

討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

海
が
育
む
豊
か
な
心

休
日
は
家
族
と
一
緒
に
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

を
し
て
、
様
々
な
マ
リ
ン
体
験
を
す
る
と

い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

海
に
は
海
水
浴
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
が
あ
り
ま
す
。
広
大
な
海
を
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
し
た
り
、
き
れ
い
な
海
に
潜
っ
て

み
た
り
、
無
人
島
を
散
策
し
て
み
た
り
。

日
常
で
は
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
別
な
体
験
は
、
子
供
の

情
操
教
育
に
も
最
適
。
間
違
い
な
く
感
情

豊
か
で
創
造
的
な
心
を
育
む
一
助
と
な
る

は
ず
で
す
。
海
の
近
く
の
小
学
校
で
は
課

外
授
業
の
一
環
と
し
て
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヤ
ッ

ク
で
海
を
体
験
し
、
近
く
の
半
島
を
散
策

す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
親
子
の
絆
を
深
め
る
機
会
と
し

て
も
マ
リ
ン
体
験
は
最
適
で
す
よ
。

Wknows
持ってるオンナは知っている

      



100人アンケート
クルーザーに関する
意識調査速報！
海外と違って、なかなかクルーザーのあるライフスタイルがイメージしにくい日本。どんなクルーザーが欲しい？ 海外メー
カーと日本メーカーではどちらが魅力的？ クルーザー購入のボトルネックになっていることって？ など、様々な側面か
らアンケート調査を実施することで、新しいクルーザーライフの形が見えてきた。

◎調査方法
株式会社ルート＆パートナーズの資産１億円以上の顧客
270名にクルーザーに関するアンケート調査を実施。
有効回答数 117名中 100名をランダムサンプリング。
◎調査期間：2013年 6月 1日～ 6月 30日
※調査詳細は 2013年 8月 10日以降に、www.cruiser.jp
に掲載予定です。
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試
乗
会
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
も
、
初
め
て
で
は
勝
手
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
は
い
え
、
試
乗
会
な
ら
何
で
も
い

い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

口
に
試
乗
会
と
い
っ
て
も
当
然
ク
ル
ー

ザ
ー
も
違
え
ば
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
内
容

も
違
い
ま
す
。
単
に
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

体
験
す
る
だ
け
の
試
乗
会
も
あ
れ
ば
、

豪
華
な
料
理
を
味
わ
え
た
り
す
る
試
乗

会
も
あ
り
ま
す
し
、
日
本
製
か
海
外
製

か
と
い
う
こ
と
で
も
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。

試
乗
会
を
選
ぶ
コ
ツ
は
、
こ
ん
な
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
が
い
い
な
と
か
、
ク
ル
ー

ザ
ー
で
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
な

な
ど
を
思
い
描
く
こ
と
で
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
自
然
と
自
身
に
あ
っ
た
試
乗
会

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

試乗会を選ぶコツ

クルーザーの試乗会に参
加したいと思いますか？

最新マリーナ「NTPマリーナりんくう」

2013 年にオープンした
ばかりのマリーナを知っ
ていますか？

かゆいところに手が届く？
往復送迎サービス

マリーナにあったらいい
なと思う設備やサービス
は何ですか？

日本 or 海外あなたはどっち？

海外と日本のクルーザー
ではどちらに魅力を感じ
ますか？

クルーザーで一番もてなしたい人

クルーザーを買うとした
ら誰とどんなときに利用
したいですか？

「
Ｎ
Ｔ
Ｐ
マ
リ
ー
ナ
り
ん
く
う
」
は

２
０
１
３
年
４
月
に
愛
知
県
に
で
き
た

ば
か
り
の
最
新
マ
リ
ー
ナ
で
す
。

ま
だ
知
ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
そ
の
立
地

の
良
さ
が
最
大
の
魅
力
。
中
部
国
際
空

港
か
ら
車
で
５
分
、
セ
ン
ト
レ
ア
り
ん

く
う
Ｉ
Ｃ
か
ら
３
分
、
名
鉄
空
港
線
り

ん
く
う
常
滑
駅
か
ら
徒
歩
５
分
。

も
ち
ろ
ん
設
備
も
充
実
。
60
ト
ン
と

20
ト
ン
の
ツ
ー
ウ
ェ
イ
方
式
ホ
イ
ス
ト

を
採
用
し
た
日
本
で
も
最
大
級
の
揚
降

施
設
を
備
え
、
最
大
１
８
５
艇
ま
で
保

管
が
可
能
。サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

24
メ
ー
ト
ル
級
の
ク
ル
ー
ザ
ー
を
４
艇

収
納
可
能
な
修
理
ス
ペ
ー
ス
も
完
備
し

て
い
ま
す
。

中
部
地
方
の
オ
ー
ナ
ー
は
ぜ
ひ
一
度

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

マ
リ
ー
ナ
は
言
う
ま
で
も
な
く
海
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
内
陸

に
住
ん
で
い
た
り
す
る
と
、
意
外
と
移

動
が
不
便
に
感
じ
る
よ
う
で
す
。

オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
本
人
が
そ
う
感
じ

る
の
で
あ
れ
ば
、
初
め
て
マ
リ
ー
ナ
を

訪
れ
る
得
意
先
も
お
そ
ら
く
同
じ
思
い

の
は
ず
。
そ
の
た
め
、
な
か
な
か
大
切

な
得
意
先
を
招
待
し
に
く
い
と
感
じ
て

い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
見
方
を
変
え
れ
ば

送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
で
得
意
先

に
い
い
印
象
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
、
単
な
る
送
迎

で
は
な
く
、
移
動
時
さ
え
も
ひ
と
つ
の

「
特
別
感
」
を
演
出
で
き
れ
ば
、
ぐ
っ

と
好
感
触
を
得
ら
れ
る
こ
と
間
違
い
な

し
！

日
本
製
か
海
外
製
か
。
実
際
に
ク

ル
ー
ザ
ー
を
検
討
し
よ
う
と
思
っ
た

ら
、
一
度
は
悩
む
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。一
般
的
に
は
、海
外
の
ク
ル
ー

ザ
ー
の
ほ
う
が
、
デ
ザ
イ
ン
性
が
高
い

と
言
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
中
に
は
日
本

製
の
ほ
う
が
性
能
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
人
も
い
て
、

一
概
に
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

重
要
な
の
は
、
優
先
順
位
を
し
っ
か

り
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
何
よ
り
も
見

た
目
が
最
優
先
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、

乗
り
心
地
が
良
く
な
け
れ
ば
い
く
ら
デ

ザ
イ
ン
が
よ
く
て
も
意
味
が
な
い
と
い

う
人
も
い
る
は
ず
で
す
。

ま
ず
は
い
ろ
い
ろ
と
要
望
や
条
件
を

書
き
出
し
て
み
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し

ま
す
。

あ
な
た
は
、
誰
と
ど
ん
な
と
き
に
ク

ル
ー
ザ
ー
を
利
用
し
ま
す
か
？

一
見

簡
単
な
質
問
の
よ
う
で
す
が
、
言
い
換

え
れ
ば
「
一
番
も
て
な
し
た
い
人
」
は

誰
か
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
族
、
友
人
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
と
楽
し
み
た
い
と
思
う
の
も
当
然

で
す
。
中
に
は
「
社
員
」
と
い
う
人
や
、

「
お
客
様
」
と
い
う
答
え
も
。

ク
ル
ー
ザ
ー
を
買
っ
て
も
何
を
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、

ま
ず
は
自
分
が
誰
と
一
緒
に
ク
ル
ー

ザ
ー
に
乗
り
た
い
か
を
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の

人
と
ど
ん
な
ふ
う
に
過
ご
し
た
い
か
を

考
え
る
と
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
パ
ー
テ
ィ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

ト
ロ
ー
リ
ン
グ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

      



041 クルーザーに関する意識調査速報

「和」のクルーザー？

クルーザーにあったら欲
しくなる設備は何です
か？

ボトルネックもこれで解消？
チャーターマネジメント

クルーザー購入のボトル
ネックになっていること
は何ですか？

クルーザー専門
プライベートコンシェルジュ

プライベートコンシェル
ジュがいたら相談したい
ですか？

今や欠かせないクルーザー保険

クルーザー保険があった
ら利用したいと思います
か？ 

使い方自由自在
プライベートバース付き住宅

クルーザー購入時にプラ
イベートバース付き住宅
を検討しますか？

畳
張
り
の
床
に
日
本
画
が
描
か
れ
た

格
調
高
い
襖
扉
。
柱
や
梁
に
は
日
本
の

木
材
を
贅
沢
に
使
っ
て
い
る
…
…
と
い

う
の
は
言
い
す
ぎ
だ
と
し
て
も
、
和
の

テ
イ
ス
ト
を
取
り
入
れ
た
ク
ル
ー
ザ
ー

が
あ
っ
た
ら
、
粋
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
？

ま
さ
に
日
本
人
に
し
か
造
れ
な

い
ク
ル
ー
ザ
ー
で
す
。

海
上
で
お
茶
会
を
嗜
ん
だ
り
、
落
語

を
聞
い
た
り
と
い
う
よ
う
な
、
日
本
文

化
の
新
た
な
楽
し
み
方
も
増
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
と
し

て
日
本
の
文
化
が
世
界
で
注
目
を
集
め

て
い
る
今
、
海
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
を
も
て
な
す
に
は
こ
れ
ほ
ど
の
非

日
常
は
な
い
の
で
は
？

「
維
持
費
が
高
い
」「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

ケ
ア
が
面
倒
」「
初
夏
か
ら
秋
に
し
か

乗
れ
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
ク
ル
ー

ザ
ー
購
入
を
躊
躇
し
て
し
ま
っ
て
い
る

人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
と
き
に
便
利
な
の
が
、

チ
ャ
ー
タ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
。
欧
米
で
は
す
で
に
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
使
っ
て
い
な
い
間
の
ク
ル
ー

ザ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
に
出
す
と
い
う
も

の
。チ

ャ
ー
タ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
が

オ
ー
ナ
ー
に
代
わ
っ
て
チ
ャ
ー
タ
ー
の

代
行
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
乗
ら
な

い
間
の
維
持
管
理
や
ク
ル
ー
の
派
遣
な

ど
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

す
で
に
日
本
人
も
利
用
し
て
い
る
と

い
う
こ
の
サ
ー
ビ
ス
。
オ
ー
ナ
ー
の
方

は
一
度
検
討
し
て
み
て
は
？ 

ク
ル
ー
ザ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法

は
？

そ
も
そ
も
船
舶
免
許
は
ど
う

や
っ
て
取
る
の
？

ク
ル
ー
ザ
ー
に
関

す
る
専
門
的
な
知
識
を
身
に
着
け
る
の

は
難
し
い
も
の
。
か
と
い
っ
て
知
り
合

い
や
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
様
々
な
人
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
の
も
大
変
。

そ
ん
な
と
き
、
ク
ル
ー
ザ
ー
に
関
す

る
こ
と
な
ら
何
で
も
知
っ
て
い
て
、
ど

ん
な
相
談
に
も
的
確
に
答
え
て
く
れ
る

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い

た
と
し
た
ら
―
―
。

船
舶
免
許
の
取
得
方
法
か
ら
、
季
節

ご
と
の
楽
し
み
方
・
活
用
法
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
方
法
、
下
取
り
の
コ
ツ
ま
で

ク
ル
ー
ザ
ー
ラ
イ
フ
を
十
二
分
に
楽
し

め
る
は
ず
。

 

そ
ん
な
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
る

ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し

ま
う
人
も
い
る
の
で
は
。

道
路
と
違
っ
て
、
海
上
で
は
人
を
ひ

い
て
し
ま
う
な
ん
て
こ
と
は
な
い
し
、

他
の
ク
ル
ー
ザ
ー
と
の
接
触
事
故
も
起

こ
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
こ
は
、
ど
こ
ま
で
も
広
が

る
海
の
上
。
万
が
一
操
作
を
誤
っ
て
見

え
な
い
岩
な
ど
に
座
礁
な
ん
て
し
て
し

ま
っ
た
ら
大
変
で
す
。

多
く
の
人
が
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
に
、
ク
ル
ー
ザ
ー
保
険
が
あ
れ
ば

入
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
の
も
頷
け
ま

す
。
車
の
自
賠
責
保
険
の
よ
う
な
保
険

が
普
及
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
愛
艇
や
大
切
な
家
族
・
友
人
を
守

る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
は
ク
ル
ー

ザ
ー
保
険
が
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ー
ス
と
は
、
所
有

し
て
い
る
ク
ル
ー
ザ
ー
を
接
岸
し
て
お

く
た
め
の
個
人
専
用
の
停
泊
場
所
の
こ

と
。
い
わ
ば
専
用
ガ
レ
ー
ジ
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

一
見
す
る
と
マ
リ
ー
ナ
と
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
の
で
は
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
マ
リ
ー
ナ
と
違
っ
て
他
の
ク

ル
ー
ザ
ー
や
オ
ー
ナ
ー
に
気
兼
ね
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
な
に
よ
り
も

気
が
向
い
た
と
き
に
す
ぐ
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
満
喫
で
き
る
と
い

う
の
が
最
大
の
利
点
で
す
。
マ
リ
ー
ナ

ま
で
移
動
す
る
手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん

し
、
船
好
き
に
と
っ
て
は
窓
を
開
け
れ

ば
目
の
前
に
愛
艇
が
飛
び
込
ん
で
く
る

と
い
う
の
は
理
想
形
の
ひ
と
つ
で
す
よ

ね
。

      



      



参加者大募集！
参加のご希望・お問い合わせはこちら

TEL：0120-532-451
E-mail：info@cruiser.jp

【実施概要】

名称：東京湾プレミアムクルージング

主催：トヨタ自動車株式会社 マリン事業部

協力：株式会社ルート・アンド・パートナーズ

開催日時：2013年 10月 20日（日） 10：00～ 16：00

募集人数：1回あたり最大 5組 10名

※当日 3回に時間を区切って試乗会を行います。

特典：各回 1名様にゲランサロンフェイシャルエステお試し券

 （60分相当）を抽選でプレゼント！

会場：クリスタルヨットクラブ

〒 140-0002 東京都品川区東品川 2-3-16

  シーフォートスクエア 1階

TEL：03-3450-4300

備考：応募者には詳細を個別にご連絡いたします。

2013年 10月 20日、東京品川のクリスタルヨットクラブで
「東京湾プレミアムクルージング」を開催いたします。
都心からわずか 20分の立地にある水辺のオアシス、

クリスタルヨットクラブから、お台場、レインボーブリッジなどを回る
東京湾クルーズは見どころがたくさん！

中でも羽田空港の離発着する航空機の眺めは別格です。
ぜひこの機会に「東京湾プレミアムクルージング」に参加して、

特別なクルージングを体験してみませんか。

2013 年 10 月 20 日
東京湾プレミアムクルージング

開催決定 !!
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販売代理店一覧
No. 	 販売店名		  郵便番号		  所在地			   TEL	 		  備考

【関東エリア】	    

1 有限会社北欧産業  047-0007 北海道小樽市港町 4-5   0134-32-3911 

2 株式会社トレイズ  064-0805 北海道札幌市中央区南五条西 27丁目 3-1  011-562-1995 マリンギャラリークルーズ TEL：011-562-3225

3 株式会社一映マリーン企画 041-0821 北海道函館市港町 1-35-7   0138-45-3122 一映マリーナ

4 株式会社くろしお	  985-0003 宮城県塩釜市北浜 4-71-10   022-365-3220 北浜マリンベース､ 宮城ボートマリーナ

5 株式会社中田浜マリーナ 965-0203 福島県会津若松市湊町静潟金戸ヶ入 381-18 0242-93-2050 クラブハウス   

6 有限会社マリンサービスいわき 970-0316 福島県いわき市小名浜下神白字綱取 172番地 0246-53-6996 

7 エム・ジーマリーン株式会社 272-0025 千葉県市川市大和田 2-19-6   047-370-1501 

8 SEA 企画株式会社	  123-0836 東京都足立区入谷 7-18-18   03-3857-5971 

9 株式会社ファーストポート 132-0022 東京都江戸川区大杉 3-18-15  03-3653-5424 

10  株式会社アリカ  150-0021 東京都渋谷区恵比寿西 1-21-6 アリカビル 7F  03-3496-4511 

11  本橋発動機株式会社	 104-0054 東京都中央区勝どき 3-15-3   03-3531-7831 勝どきマリーナ

12  ニックスマリンコーポレーション（株） 182-0002 東京都調布市仙川 2-7-11   03-3305-9030 

13  （株）ケーエムシーコーポレーション 220-0004 神奈川県横浜市西区北幸 2-15-1  045-290-8377

    東武横浜第 2ビル 7階 

14  神奈川トヨタ商事株式会社 221-0062 神奈川県横浜市神奈川区浦島丘 3番地 30  045-423-2611 

15  有限会社ダルマ  221-0044 神奈川県横浜市神奈川区東神奈川 2-49-11  045-461-1062 

16  株式会社平野ボート	 235-0032 神奈川県横浜市磯子区新杉田町 2  045-771-2223 ヨコハママリーナ

17  株式会社キーサイド	 236-0007 神奈川県横浜市金沢区白帆 4-3 シーサイドピアビル 3F 045-773-0777 

18  株式会社リビエラリゾート 249-0008 神奈川県逗子市小坪 5-23-9   0467-23-2111 逗子マリーナ

19  株式会社ユニマットヴェラシス  239-0824 神奈川県横須賀市西浦賀 4-11-5   046-844-2111 

20  株式会社スナガ  370-0704 群馬県邑楽郡明和町斗合田 113-1  0276-74-4110 

【中部エリア】	    

21  日本海マリン株式会社 933-0222 富山県射水市海竜新町 2   0766-86-8558 

22  株式会社アール・ティー・シー 920-0211 石川県金沢市湊 3丁目 19-3   076-239-0090 

23  株式会社大木電業社	 913-0045 福井県坂井市三国町南本町 3丁目 4番 17号 0776-82-0079 

24  熱海マリーナ株式会社 413-0102 静岡県熱海市下多賀 541-18   0557-68-2316 

25  沼津埠頭株式会社  410-0867 静岡県沼津市本字千本 1905番地の 34  055-951-7115 沼津みなとマリーナ

26  株式会社サード  473-0914 愛知県豊田市若林東町上外根 50  0565-53-1166 

27  富士綜合商事株式会社 431-1202 静岡県浜松市西区呉松町 1229番地  053-487-0884 富士マリーナ

28  株式会社ジェイエスピー 444-0124 愛知県額田郡幸田町深溝大角豆田 1-6  0564-56-0022 ネオスポーツ 

29  出光マリンズ株式会社 441-0314 愛知県豊川市御津町御幸浜 1-1-21  0533-76-3100 三河御津マリーナ 

30  アイサン海洋開発株式会社 444-0324 愛知県西尾市寺津町二丁 26番地  0563-59-6435 アイサンマリンセンター

31  愛知海運産業株式会社 441-3400 愛知県田原市柳町 6   05312-2-2141

32  名古屋トヨペット株式会社 479-0882 愛知県常滑市りんくう町 3丁目 6番地の 1  0569-35-7820 マリン事業部 NTPマリーナりんくう

33  株式会社師崎ヤンマー商会 475-0837 愛知県半田市有楽町 6-108   0569-23-1571 M-power 

34  ニュージャパンマリン株式会社 515-0501 三重県伊勢市有滝町 2259番地  0596-37-6000 

【関西エリア】	

35  株式会社長龍マリーナ 523-0807 滋賀県近江八幡市中之庄町 1075  0748-32-5602

36  有限会社ボートセンター二色の浜 597-0062 大阪府貝塚市澤 334番地の１  0724-38-9822

37  有限会社佳祐  641-0014 和歌山県和歌山市毛見 1530番地 和歌山マリーナ内 073-441-8888 

38  兵庫トヨタ自動車株式会社 651-1302 兵庫県神戸市北区藤原台中町 5-5-35  078-982-1275    

39  シーサイド倶楽部有限会社 671-1321 兵庫県たつの市御津町苅屋 1131-1  079-322-8000 

40  株式会社ポートオブ岡山 702-8016 岡山県岡山市小串 1173-2   086-269-2038 

41  株式会社広島ベイマリーナ 734-0012 広島県広島市南区元字品町 42-16  082-255-6135 

42  有限会社ビューマリン 721-0956 広島県福山市箕沖町 78-1   084-954-5055 

43  ツネイシ境ガ浜リゾート株式会社 720-0313 広島県福山市沼隈町大字常石 1083番地  084-987-3460 境ガ浜マリーナ

44  株式会社竹原マリン	 725-0013 広島県竹原市吉名町 4501-2   0846-28-0373

45  呉マリーン有限会社	 737-0012 広島県呉市警固屋 9-6-3   0823-28-1344 

46  海望企画株式会社  761-8031 香川県高松市郷東町 796-53   087-882-6800 ピアマリーナ高松、マリーナペラガス 

47  新居浜マリーナサービス株式会社 792-0872 愛媛県新居浜市垣生 3丁目乙 324番地  0897-46-5636

48  株式会社海援隊	  818-0035 福岡県筑紫野市美しが丘北 1-4-1  092-555-4801 

49  有限会社山﨑ヤンマー 819-1334 福岡県糸島市志摩岐志 360-1  092-328-2340 ヤマサキマリーン 

50  長崎サンセットマリーナ株式会社 850-0068 長崎県長崎市福田本町 1892   095-865-3000

【営業所】

51  トヨタマリン営業所	 443-0014 愛知県蒲郡市海陽町 2-1   0533-58-2451  0120-532-451（受付時間 09:30～ 17:45除く水・木）

         TOYOTA MARINEラグーナ内
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PONAM 掲示板

「PONAM 掲示板」とは？

ご意見・ご要望・ご提案は
下記メールアドレスまでお願いいたします。

info@cruiser.jp

・本誌にお寄せいただきましたご意見・ご要望・ご提案等は、本誌内に掲載させていただく場合がございます。ただし、個人を特定できるよ
うな情報の掲載は原則いたしません。掲載する必要がある場合には、必ず事前にご本人に連絡し、承諾を得た上で掲載いたします。
・お預かりした個人情報は、法律で定められている場合を除いて、ご本人の同意を得ず第三者に提供することはありません。
・お預かりした個人情報は、お問い合わせに対する回答を行うため、アンケート調査やモニター募集のためにご利用させていただく場合がご
ざいます。

個人情報の取り扱いについて

「PONAM掲示板」はもっとも身近なクルーザー情報コーナーとして読者の皆様に有益な情報を提供するために、積極的に読
者の皆様からのご意見・ご要望・ご提案を取り入れていきたいと考えております。今までクルーザーとの関わりが少なかった
方がクルーザーに関心を持ってもらえるような情報、クルーザーオーナーがより充実したクルーザーライフを送るための情報
などをお寄せください。

例えば・・・
• クルーザーで行くレストランならココがオススメ！！
• PONAMオーナーが集まってクルージングパーティーをやるけどどなたか
参加しませんか？ etc...
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海
外
と
違
っ
て
、
日
本
で
は
ク
ル
ー

ザ
ー
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
な
か
な

か
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
環
境
に
あ
り
ま

す
。今
年
行
っ
た
調
査
で
は
、ク
ル
ー
ザ
ー

で
ど
こ
へ
行
っ
て
何
が
で
き
る
の
か
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な

ど
、
ク
ル
ー
ザ
ー
と
の
接
触
機
会
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
情
報
や
関
心
を
持
つ
き
っ
か

け
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
こ
と
が
大
き
な

理
由
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
「
船
＝
釣
り
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、「
非
日
常
」

や
「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
」
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
ト
ヨ
タ
の
ク
ル
ー
ザ
ー
で

あ
な
た
の
人
生
を
豊
か
に
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
ク
ル
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
新
た
な
豊

か
さ
が
も
た
ら
さ
れ
、
人
生
が
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込

め
て
情
報
誌
「
ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
オ
ー
シ
ャ

ン
ス
タ
イ
ル
」
を
創
刊
い
た
し
ま
し
た
。

本
誌
は
、
ク
ル
ー
ザ
ー
オ
ー
ナ
ー
な
ど

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
ク
ル
ー

ザ
ー
の
魅
力
を
伝
え
、
ク
ル
ー
ザ
ー
や
マ

リ
ー
ナ
に
関
す
る
こ
こ
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

も
っ
と
も
身
近
な
ク
ル
ー
ザ
ー
情
報
誌
を

目
指
し
ま
す
。

本
誌
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
は
、
す
で

に
ク
ル
ー
ザ
ー
を
保
有
し
て
い
る
オ
ー

ナ
ー
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
オ
ー

ナ
ー
サ
イ
ド
か
ら
の
情
報
の
発
信
と
、

1
0
0
人
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
非
オ
ー

ナ
ー
サ
イ
ド
か
ら
の
情
報
に
よ
る
新
た
な

気
づ
き
の
、
二
つ
の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
内
容

に
違
和
感
を
感
じ
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
つ
の
側
面
か

ら
の
情
報
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

オ
ー
ナ
ー
、
非
オ
ー
ナ
ー
に
関
わ
ら
ず
、

ク
ル
ー
ザ
ー
の
あ
る
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
提
案
で
き
れ
ば
、
編
集
長
冥
利
に

尽
き
ま
す
。

ま
た
、
双
方
向
の
媒
体
と
な
る
よ
う
、

今
後
は
読
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
･

ご
提
案
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
ダ
イ
レ

ク
ト
な
、
そ
し
て
新
た
な
ク
ル
ー
ザ
ー
の

魅
力
や
価
値
を
伝
え
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
「
ト
ヨ
タ
マ
リ
ン
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
タ
イ

ル
」
を
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
長

増
渕 

達
也

2
0
1
3 

年
8 

月
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